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序

多賀城市内における埋蔵文化財の緊急調査は、 民間による宅地開発あるいは公共事業等の原

因により年々その数を増してきております。 特に山王遺跡は市街化への動きが著しい地域でも

あります。

さて 、 この度の発掘調査は宅地造成に先だって実施してまいりましたが、 工事関係者のご協

力により無事終了の運びとなりました。 本書はその成果をまとめたものです。

調査の結果 、 古墳時代の堰 、 古代の道路跡、 掘立柱建物跡、 井戸跡等の遺構が発見されまし

た。 これらの発見は、 多賀城周辺の状況を解明する上で大変重要な資料であり 、 かつ東北の古

代史解明の一端に寄与するものと思われます。

本報告書が多くの研究者および関係者のみならず、 広く 一般の方々に活用され 、 文化財保護

の一助けとなることを願うものであります。

最後に、 本遺跡の調査 、 整理、 報告書作成までの間 、 多くの方々からの協力や助言 、 指導を

得ましたことに心から感謝申し上げる次第であります。

平成2年3月

多賀城市埋蔵文化財調査センター

所 長 斎 藤 一 司



例 言

］ ． 本密は 、 共同住宅述設に先立って行った山王遠跡の発掘調査報告書（第8次調査）である。

2. 本害の執箪・編集は 、 当センタ ー職員の協力を得て 、 相沢消利が担当した。

3. 本告中における各遺構の略号は次の通りである。

SB ー掘立柱建物跡、 SD 一溝跡、 SK 一土砿、 SP 一柱穴、 sx ー その他

4. 本祖挿図中の水系レベルは、 標高値を示す。

5. 調査区の実測基準線は 、 国家座標の方位をとっている。

6. 本報告杏中の土色は、 「新版標準土色帖」 （小山•佐原 1976)を使用した。

7. 発掘調査及び報告笞作成にあたり、 束北歴史資料館• 宮城県多賀城跡調査研究所の諸氏、 斉野裕彦氏（仙台市

教育委員会） 、 広瀬和雄氏（大阪府教育委員会） 、 山崎純男氏（福岡市教育委員会） 、 星川消親氏（東北大学農

学部）、 渡辺泰伸氏 （仙台育英学園高等学校）に御教示、 御協力を得た。

8. 本遺跡出土の鉄滓の分析は川鉄テクノリサー チ株式会社総合検査• 分析センタ ー千葉市業所に、 杭の樹種同

定については嶋倉己三郎氏にそれぞれ依頼した。

9. 調査・整理に関する諸記録及び出土遠物は多賀城市埋蔵文化財調査センタ ー で一括保存しているので活用さ

れたい。

調 査 要 項
1 . 遺跡所在地：宮城県多賀城市山王字東町浦47他

2. 鯛査期間：昭和63年11月 14日～平成 1 年 2 月 4 8 (西区）

平成 l 年 4 月 7 日-7 月29 日（東区）

3. 網査面積：2. 750m' 

4 .  鯛査主体者：多賀城市教育委只会

5. 調査担当者：多買城市埋蔵文化財調査センタ ー

所 長

研究員

教育長櫻井

嘱 託

斎藤

滝口

鈴木

6. 調査協力者：大和団地株式会社

7 . 発掘調査参加者：菊池

ー司

卓

久夫

主任研究員

石川

滝川ちかこ

丸信建設株式会社

後藤はつみ

加藤

渡辺

黒田

文一

幹子

啓子

末永たみ子

菅野

加藤

8. 遺物整理参加者：菊池

熊谷

文夫

昭一

純子

豊

翌

相沢まさ子

俊英

茂男

倉

技

高

赤間かつ子

明敏

師 干葉 孝弥

阿部美智子

石本 敬

菅原

木村

平山

絹代

梅子

節子

佐藤

鈴木 一郎

佐々木忠志

悦子 斎藤

武田 りき

掘越のぶ子

珠江 山田

小野

千葉

松浦

紀子 柏

倉

玉乃

一

正

享

霜代

菅野

相沢 消利

大場

水越

正司

恵子

小野寺恵子

良子 後藤みよ子

須藤美智子

沢田 敦
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I 調査に至る経緯

本調査については、 昭和62年9月に当該地を対象とした宅地造成工事が大和団地株式会社よ

り提示されたため、 本件開発計画について検討を行った。 当該地は山王遺跡の包蔵地内に位置

し、 さらに西側に隣接する第4次調査でも道路跡・井戸跡等が検出されており、 古代の遺構が

存在する可能性が十分に考えられた。 そこで、 申請者と調査日程等の協隊を行い、 住宅建設予

定地の発掘調査について同意が得られたので 、 本調査を実施したものである。

II 山王遺跡の立地と環境

山王遺跡は、 多賀城市山王、 南宮の両地区を中心とする東西約2Km、 南北約lKmの広範

囲にわたる遺跡である。 本調査地点は旧七北田川と砂押川によって形成された東西に長い自然

提防上に立地しており 、 海抜約Smを計る。 この周辺の地質については、 泥炭 • 有機質粘土～

シルトと砂層の互層から形成される沖積層である。

周辺の遺跡についてみると 、 本調査地点の北東約1.5 Kmの丘陵上に特別史跡多賀城跡が所

在している。 さらに、 この南面地域には市川橋遠跡が所在しており、 山王、 新田 、 高崎遺跡と

ともに 、 古代多買城を取り巻く大規模な集落群を構成している 。

本遺跡内における過去の調査では、 古墳時代～近世までの遺構・遺物が多数検出されている

（第1表） 。 特に古墳時代と奈良• 平安時代に注目すぺき成果が得られている。 古墳時代（中期）

に属するものとしては、 東町浦、 西町浦地区より方形を区画する溝跡、 土拡、 竪穴住居跡等を

発見している。 遺物には土器類の他に、 臼玉、 ガラス玉、 コハク玉の王類や 、 石製模造品（鏡、

剣形）および製作に係る砥石 、 原石 、 剥片 、 未製品などが出土している。 また、 奈良• 平安時

代に属するものとしては、 竪穴住居跡、 掘立柱建物跡、 井戸跡、 道路跡、 土砿を発見しているc

遺物には瓦、 施釉陶器、 墨害土器、 円面硯、 石帯などが普遍的に出土している。 これらの遺構

・造物などから近年 多賀城との関連性が強い地域として認識されるようになってきている。

III 調査方法と経過

今回の発掘調査は調査日程、 排土捨場の関係から前期と後期に分けて調査を実施した。 前期

分は西区(1,060m')を対象とした。 調査は昭和63年11月7日より重機による表土剥ぎを開始

し 、 同9日には終了した。 またこれと並行して排水溝を兼ねた土層観察用トレンチ（幅50cm 、

深さ60cm)を周囲に巡らせた。 引き続きII層上面での遺構検出作業を調査区北側より行い中世

以降と思われる土砿等を検出する。 調査区南半では東西方向に延びる溝跡が2粂平行している

ことが確認され 、 第4次調査で判明していたS X 200道路跡が延びてきているものと推察され

ー
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第1図 多賀城市遺跡分布図
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た(11月6 日） 。 以後 、 古代の井戸跡2 基を追加検出し 、 随時掘り込みを行う 。 道路跡の調査

については 、 第4次調査での検討により3-4時期の変遷が把握されており 、 これの検証を目

的の一つとした。 平面プランの状況、 断面観察によりA-D期の4期の変遷が認められ 、 規模、

時期変遷とも第4次調査の見解と基本的には 一致をみた。 11月29日頃には実測図作成のため遺

り方を設定する。 遺り方の基準点は国家座標のX :-189,027 、 Y: + 12,690 の地点を原点とした 。

さらに、 3m単位で原点より北側を順にN -01 、 N-02 …、 東側をE -01 、 E -02 …と表した。

また 、 これと同様に調査区全域に3m方眼のグリットを設定し 、 南北方向をアルファベット(A

-R) 。 東西方向をアラピア数字(0 -29)で表した。 この間 、 古墳時代の遺物が古代の遺構

検出面となっている第 II層にめり込んで入っていることがわかり 、 調査区北東隅に任意にトレ

ンチを設定し下層の調査を古代の調査と平行して実施する 。 この結果 、 約lm掘り下げたとこ

ろで杭列と横木等を検出する。 しかし狭いトレンチ調査だったこともあり 、 本格的な調査は次

年度の後期分で実施することにした。

地区番号 年次・地区 調査期間 面 積 遠 構 追 物

第 1 次 54.12.17 掘立柱建物跡 土師器、 須恵器、 瓦、 灰釉陶器、
（中山王） I 1, 500rri鵞 小柱穴、溝跡、 紡錘車、 土錘、鉄鋏、 刀子、石帯

55. 3.22 土砿

第 2 次 54.12.20 掘立柱建物跡 土師器、須恵器、 瓦
（山王二区） ＼ 1,000m' 竪穴住居跡

55. 1.28 

第 3 次 55. 6. 5 掘立柱建物跡 土師器、 須恵器、赤焼、土器、

③ （西町浦） I 1,000m' 竪穴住居跡 灰釉陶器、緑釉陶器、 砥石
井戸跡、溝跡、

11.30 小柱穴

＾ 弟4 次 58.10. 3 掘立柱建物跡 土師器、 須恵器、 赤焼き土器、
（東町浦） I 2,300m' 井戸跡、溝跡、 灰釉陶器、瓦

59. 3.17 土拡、道路跡

第 5 次 60. 5.27 柱列跡、溝跡、 土師器、須恵器、 赤焼き土器、
（山王二区） I 400m' 井戸跡 灰釉陶器、 木製品（曲物容器、

7. 5 盤、 斎串、箸状製品、串状製品）

第 6 次 60.11.25 掘立柱建物跡 土師器、 須恵器 、赤焼き土器、

⑥ （千刈田） I 378m' 竪穴住居跡、 土製カマド、 円盤状土製品、 瓦
井戸跡、 溝跡、 砥石、二面硯、 円面硯、灰釉陶

61. 2.14 小柱穴、 土砿 器、 木製品（曲物容器、折敷、盤）

⑦ 
第 7 次 63. 5.24 770m' 溝跡、土拡 土師器、須恵器、 赤焼き土器
（山王二区） - 7.26 

第 8 次 63.11.14 道路跡、掘立 土師器、須恵器、赤焼き土器、
（東町浦） I 柱建物跡、 溝 灰釉陶器、緑釉陶器、 吉磁、 白磁、

1. 2. 4 2,750m' 跡、 井戸跡、 土 瓦、硯、 土製カマド、 木製品（斎串 、
1. 4. 7 砿 曲物容器、 漆器） 、植物遠1本
- 7.29 

第1表 山王遺跡調査一覧表
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こ の よ う に し て前期分の遺構の掘 り 込 み ・ 写真撮影 • 実測図作成 をすべて終了 し た のは平成

1 年 2 月 4 日 で あ る 。 こ の 後 、 2 月 13 日 - 3 月 3 日 ま で現地事務所に て遺物水洗い 、 ネ ー ミ ン

グ等の遺物整理 を 行 う 。

後期分 、 東区 ( 1 , 620 m') の調査は 4 月 7 日 よ り 開始 し た。 表土掘削に よ る 土は西区調査区

を埋め戻 し に使 用 す る 。 遺構の構成 は 4 月 28日 頃 ま で に は概略がつ かめ る よ う に な る 。 ま ず、

中世以降 と 思 わ れ る土砿が さ ら に延ぴて き て お り 、 こ れ ら の調査 を先行す る 。 古代の遺構 に つ

い て は 、 S X 382 東西道路跡に接続す る s x 468 南北道路跡が発見 さ れ 、 さ ら に そ の東側 に は

井戸跡、 掘立柱建物跡が分布 す る こ と が知 ら れ た 。 ま た 、 西区でも検出 し て い た が道路南側側

溝跡の南に隣接 し 平行 し て走 る 溝跡 も 発見 し た 。 古墳時代の調査 に つ い て は 、 前期分の ト レ ン

チ を拡張 し た調査区 (17m Xl4m ) を設定 し た 。 杭列は弧状 に 巡 り 、 そ れ に横木と 斜材が複雑

に組み合 わ さ れた形態 を と っ て い る こ と が判明 し た。 こ の時点の見解 と し て は集落 を囲む施設

の一部 と し て と ら え て い た。 こ の よ う に し て古代 と 古墳時代の調査は同時並行の形で進 め て い

っ た。 6 月 下旬頃に は古代の道路跡に先行する 包含層や溝跡 を検出 し 掘 り 込み を 開始す る 。 古

代の遺構 に つ い て は 7 月 中旬 に は 調査 を ほぼ終 了 す る 。 調査の 一般公開 は 7 月 22 日 に 行 う 。 古

墳時代の木材は樹種同定資料に使用す る た め に 一部採取 す る 。 補足調査 を 行 い す べての調査を

終了 し た の は 7 月 29 日 で あ る 。

w 調 査 成 果

1 • 古墳時代の遺構と遺物

古墳時代の遺構は古代の遠構検出 面 と な っ て い る 第 1I 層 を 約 l m 掘 り 下げた と こ ろ で検 出 し

た 。 第 1I 層 中 には縄文 ・ 弥生 ・ 古墳時代前 ・ 中期 （塩釜 • 南小泉式期） の土器が含 ま れ て お り 、

古墳時代中期頃に は II 層 の堆積が終了 し て い た と 考 え ら れ る 。 II 層は基本的に粗砂層で形成さ

れ て お り 、 有機質土は ま っ た く 含 ま な い。 堆積の あ り 方は調査区の広 さ の関係も あ り 十分に把

握でき な か っ た が、 レ ンズ状に砂層が堆積 し 、 そ れ が幾度 と な く く り返 さ れた様子が観察 さ れた。

遺構の構造は 、 横木 • 立杭 • 斜材か ら構成 さ れ る木組み遺構 と で も 呼ぶべ き も の であ る 。 調

査区中央に位置 し 西向 き の弧状 を 描 く 方位 を と る 。 全長約18m 、 幅約 6 m の規模であ る が、 立

杭の列方向 よ り み る と 、 A -F 列 と G -J 列の二者が認め ら れ る 。 立杭は約 l m の幅 を も っ て

ほぼ垂直 に 打 ち 込 ま れ て お り 、 先端部を加工 し た だ け の 長 さ 約 0 . 5 - 1  m の丸杭を使用 し て い

る 。 杭の長 さ はA -D 列 の も の が短か く 、 E -J 列 が比較的長 く 、 深 く 打 ち 込 ま れ て い た 。 打

ち込みの間隔はA 列 が幅約 l m と 比較的等間隔 であ る が、 他は ば ら つ き があ る 。 横木は約 6 -

7 m を計る樹皮の残 る 丸木 を使用 し 、 中 に は建築材を転用 し た も の （第 4 図 1 ) も 1 例 あ る 。

いずれの横木も杭列に沿っ て検出 さ れて い る が、 調査区中央付近では そ の分布は希薄で、 長 さ

3 m 、 径 0 . 7 m を 計 る 流木が横た わ っ て い る 。 こ の木組み遺構の構築方 法 に つ い て は 、 ま ず立

杭 を 打 ち 込み、 こ れ に よ っ て横木 を 固 定 す る 。 そ し て こ の横木間 に ヨ シ の茎 （註 1 ) を 敷 き 、

さ ら に斜材 （枝木） を横木に直交 し て立て掛け る よ う に し て並べて い る 。 ヨ シ の茎は整然 と 敷
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き つ められており 、 交互 に重ね た丁寧な作 り の部分も認められ る 。 ま

た 、 斜材 （枝木） の中 に は径10 cm程の丸木杭 を打 ち込み合掌型をと る

よ う なも のも あ る 。 横木補強の役割を持つものであ ろ う か。 このよ う

な形態が連続して 一体となって い る わけであ る が、 実際は か な り 複雑

なも の と なって い る 。

古墳時代の遺物には 、 土師器、 須恵器杯、 石製模造品、 杭等があ る 。

土師器の器種には高杯 ・ 器台 · 杯・ 壺 • 甕があ る 。

高杯は 、 杯部外面とイ本部の境が く びれて 段をも ち 、 イ本部は外反しな

がら立 ち上がる も のであ る （第7 図 1 ) 。 山王遺跡3号遺構分類 （註

2 ) の高杯第ll1類に類似する 。

杯は、 図示でき た ものが 4 点あ る 。 平底と丸底のものがあ る 。 平底

のものは体部が丸味を持って立 ち 上がり 口縁部がほぼ直立する も ので

あ る （第 7 図 5) 。 同上分類杯 n 類に類似する 。 丸底のものには体部

が丸味を持って 立 ち 上がり 、 口縁部で外反する も の （第7 図 4 · 8 )

1本部が内湾気味に 立 ち上がり 、 口縁部で若干外傾する も の （第 7 図 7 ) 、

口縁部が直立気味に内湾す る も の （第 7 図6 ) があ る 。 第6 図 4 は同

上分類杯Na 類に類似する 。

壺は大型と小型 と が あ る 。 大型のものは 、 2 点あ る がい ず れ も 口縁

ヘ頸部 に か け て の破片であ る 。 第7 図 9 は有段口縁のも ので内外面と

も丁寧にヘ ラ ミ ガキが施される 。 第 7 図10 は複合口縁を有 す る も ので
゜

口唇端部に刻み目が連続して 施される 。 小型のものは 2点あ る 。 第7

図 1 1 は 口縁部が体部に較べて 長 い も ので、 最大径が口縁部 に あ る 。 体 第4 図 建築材実測図

部は算盤玉型を呈す る と思われ る 。 12はイ本部が球形を呈し、 底部は平底であ る 。

須恵器杯は丸底を呈し 、 1本部は半球形 に丸味をもって 立 ち 上がり 、 口縁部で内傾気味におさ

ま る （第7 図14) 。

ここで土師器 · 須恵器の編年 的位 四 に つ い て 若干 ま とめてお く 。 土師器高杯 ・ 杯 は そ の特徴

に よ り 山王遺跡第 2次調査出土土器に類例を見 い だ す こと がで き 、 年代的にも ほぼ同 じ頃 （南

゜

c o  

ー

l m  

小泉式期） に比定することがで き る 。 器台 ・ 壺 に つ い て は 、 塩釜式に比定する ことがで き る が

蔵王町大橋遺跡の段階 まではさかのぼらないであ ろ う 。 須恵器杯は ロ ク ロ を使 用 し ておらず、

形態 、 器面調 整 と も土師器制作の技法を用 い て い る 。

第 4 図 1 は横木に使用 し て い た建築材で あ る 。 長さ3. 22m 、 幅16-19cmを計る 。 丸木材を利

用し 、 四面は面取 り されて い る が加工痕は明瞭でない 。 腰穴は 一端 か ら約60 cmのところにlOX

20 cmの大 き さで穿れて い る 。
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図 油 杭 凡 索 材
杭残存(cm) 末 端 部 位 (cm)

そ の 他
長 さ 幅 長 さ 加 工 回 数 加蛤工·!, m"jJ, の師釈

第8図 l No.33 丸太材 52.8 7 . 0  24.5 4 3 .2  
第8図2 No. 6 丸太材 51.8 7.7 12.3 17 4.8 末端部に焦痕

第8図3 No. 3 丸太材 87.3 7 .4  32.2  ， 4.0 
第8図4 No.34 丸太材 84.2  7 . 7  52. 7  16 6 .0  
第8図5 No. 5 丸太材 85.3 8.3 25.5 ， 3.4 
第8図6 No. 4 丸太材 97.8 7.8 33.0 ， 3.5 

第 8 図 木組み遺構出土杭実測図
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2 .  古代の遺構 と 遺物

(1)  遺物包含屑 と そ の出土遺物
遺物包含層は A-D 屈の4層が確認された 。 各層の分布域に つ い て は A 層がS D 401 - 411 

（小溝群） の周辺で 1習厚は 5 - 15cmを計る。 B層は S X 468 道路跡の路面東半分の一帯 で 、 層

厚 5 cmを計る。 C 層は B 層の分布範囲一帯と S X 382 道 路 跡 と S X 468道路 跡が接続する路面

南 半 に 分布する。 陪厚は 10-40cmを計る。 D層は C 層と 同 じ く S X 382 と S X 468 の接続する

路面南半に分布し、 層厚10-ZOcmを計る。

各層の土色 • 土質は A層が2. 5 Y ½暗灰黄色 シ ルト層、 灰白色火山灰粒を含む。 B層がlOY

R_½ にぶい黄褐色砂質 シ ル ト 層 、 C層が2. 5 Y ½暗灰黄色砂、 D 層が2. 5 Y ½ 黄褐色砂 で ある。

土質的には B · C · D層が比較的良 く 似ており 、 また層の重 な り 具合いをみて も三者は 連続的

で ある。 層序 に つ い て は 新 し い順にA 陪→道路面整地盛土層→B層→C層→D 層と なる。

包含層の出土遺物には 、 A層か ら平瓦と 使用痕のある礫、 B層か ら 土師器杯 （ ロ ク ロ 使 用 ・

底部回転ヘラ ケ ズ リ 調 整 の も の） 。 高台付杯、 須恵器杯 （底部切 り 離しがヘラ切り で 、 再調整

が回転ヘ ラ ケ ズ リ ・ 手持 ち ヘ ラ ケ ズ リ の も の） がある。 C 層か ら は 土師器杯、 須恵器杯 ・ 壺 ．

甕が出土 し て い る。 土師器杯は ロ ク ロ未使用 の も の （第1 0図 1 ) で ある。 外面体部に沈線的な

段が付 く も の で 、 段 か ら 下は 全体 に 丸 く 、 1本部 と 底部の境は 不明瞭 で ある。 内面は ヘ ラ ミ ガキ

が施され黒色処理されて い る。 この他ロ ク ロ 未使用の体部に段のない杯も出土して い る。 須恵

器杯には 底部がヘ ラ 切 り 後 手 持 ち ヘ ラ ケ ズ リ 調 整の も の （第1 0 図 3) がある。 D 層か ら は 土師

器杯 ・ 壺 • 甕、 須恵器杯、 平瓦が出土 し て い る。 土師器杯は ロ ク ロ未使用 の体部破片 で 1本部 と

底部の境は 不明瞭 で ある （第10図2 ) この他体部外面 に ゆ るい段が付 く 破片資料もある。 甕 も

ロ ク ロ未使用 で 底部に木葉痕が残る。 須恵器杯は 底部全面に回転ヘ ラ ケ ズ リ 調 整 がなされるも

の で ある。 第1 0図 5 は 横斧 で 柄の甚部を残して 欠損して い る も の で ある。 い わ ゆ る袋状鉄斧が

着装されており 、 折 り 返しの部分が柄の後側 に なっている。 鉄斧には 部分的に朱が認め ら れる。

柄は 丁寧に面取り加工されてお り 、 基部 と 着装部に明瞭な区別は 認め ら れない 。

(2) 道路跡 ・ 側溝跡

S X 382 東西道路 跡 ： 調査区の南寄り 、 H -o - 1 -2 5 グ リ ッ ト に位臨する。 中世以降の

土砿 · 溝に切 ら れて い る。 以下に述べるS D 383 · 385 北側溝、 S D 384 南側溝の検出および

路面整地土の存在 に より道路 跡 と 判 断 した 。 東西両側溝の溝心々 間距離( D期） は 約1 3m-14 

. 5m 、 検出面で の路面幅約ll-13m を計る。 長さは 約7 0m ま で 検出した 。 第 4次調査区の道路
心 ( X:-189,  02 8. 2 8、 Y :+12 ,61 3. 34)、 本調査区の道路心 ( x :-1 39, 045. 94、 y:+12 I 729 , 82 ) 

の2 点 間 か ら 求 め ら れる方向は E -8° 37' - S で ある。 s x 468南北道路と 交差する付近は 残

存状況が良 く 、 整地盛土層が認め ら れた 。 この土層につ い て は この上面よ り掘 り 込 ま れている

柱穴( S P2 5) の柱根内部に灰白色火山灰が多最 に混入すると ころ か ら 、 火山灰降下以前の時期

に整地盛土 した も のと 考 え ら れる。 側溝との関係 で は A期の段階 、 すなわち道路構築当初のも

の と みて い る。
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S D  383 北側溝跡 ： 重複関係からS K 442 · 424 · 44 7 よ り 古い。 溝は A-D期の4期の

変遷が認められた。 確認で き る 長 さ は 約51 m で 、 S X 468 南北道路跡西側溝S D 386 とL字型

に接続する 。 全体の規模が判明している最新のD期で は 幅 1. 3 -2.0 m 、 深 さ 0. 4 -0 .8 m を

計 る 。 C期は 残存状況から推定 す る と幅 2 m 、 深 さ は D期よ り 若干浅い ぐ らい で あ る 。 位置は

新 し く な る につ れ て道路側に並行して縮小 し て い く 。 この傾向は 他の側溝跡 に も共通 し て 言 え

る こと で あ る 。 埋土 は A期が砂層 ( II層土） が互層にな る 自 然堆積層で 、 断面等の観察で は さ

らに2 - 3期の小期に分け られ る 可能性がある 。 B期の埋土は 一部残存 し ている と ころ で み る

と、 大別して 3層に分けられ下層が砂層、 中層が灰 白色火山灰の自 然堆積層 、 上層が暗灰黄色

粘土層で あ る 。 C期は 暗灰色系の粘土で 、 灰白色火山灰粒が混入する 。 A期は 、 大別 し て 2 層

に 分け ら れ る 。 上層は 黒褐色系の粘土、 下隊が灰色系の粘土 で あ る 。 以上の各期の埋土状況は

他の側溝跡 の そ れ とほぼ共通 し ている 。

S D  384 南側溝跡 ： 重複関係からS D 46 7 · S  K 46 1 よ り 古い。 溝は 他の側溝と同様に4

期の変遷が認められた。 確認で き る 長 さ は 約54m で 、 比較的残存状況の良いC期で は 幅 1 -1.

5 m 、 深 さ 15-40 cmを計る 。 西 区 で は B期の埋土が南側に隣接す る S D 399 B 溝状遺構、 S K

428 にオ ー バ ー フ ロ ー し ている様子が観察 さ れた。

S D  385 北側溝跡 ： 重複関係からS K 460 よ り も 古 く 、 S D 397 よ り 新 しい。 溝は 4 時期

の変遷が認められた。 確認で き る 長 さ は 約llm で 、 S X 468 南北道路跡東側溝S D 38 7 と接続

す る 。 またS K 460 に壊 さ れて お り 明確 に と らえ る ことは で き な かったが 、 S D 38 3 と接続 し

ていた可能性もある 。 規模は D期で 、 幅1 - l.5 m 、 深 さ 0 . 5 m を計 る 。

S X 468 南北道路跡 ： 調査区の東寄り 、 C -J -19-2 1 グ リ ッ ト に位醤す る 。 S K 460 · 

P 1 9と重複して お り これ らよ り 古い。 な お、 H -1 -19-21 グ リ ッ ト で 検出した小溝跡 、 ピ ッ

ト群については 埋土、 遠物の特徴から道路機能時の も の と 考 え ている 。 以下に述べ る S D 386 

西側溝 · S D 38 7 東側溝の検出、 およびS X 38 2 道路跡との連続性から道路跡と判断した。

南北両側溝の溝心々 間距離 (D期） は 約4. 5 m 、 検出面で の路面幅約3.2 - 3. 5 m を計 る が 、

S X 382 との接続部分で は 約7. 5 m と幅広 く な る 。 長 さ は 約24m ま で 検出した。 方向について

は やや蛇行する ため明確には 示 せ ないが 、 座標の北 に対して若干東に振れる程度 で お さ ま る も

のと見 られ る 。

S D  386 西側溝跡 ： S D  397 と重複し て お り これよ り 新しい。 溝は A · C -D期の 3期の

変遷が認められた。 B期に ついては 確認していないが 、 S K 432 が この期に伴 う も の と 考 え て

いる 。 確認で き る 長 さ は 約24m で 、 S X 382 道路跡北側溝S D 38 3 と接続す る 。 規模は D期で

I福l.2 - l. 5 m 、 深 さ 約0.4 m を計 る 。

S D  387 東側溝跡 ： S K  460 と 重複 し て お り これよ り 古い。 溝は A-D期の 4期の変遷が

認められた。 確認で き る 長 さ は 約22 m で 、 やや開 き な が らS D 38 5 と接続する 。 ま た、 C期に

は S D 417 と接続す る ことを確認した。 規模は D期で 幅0.6 -0. 9 m 、 深 さ0.2 5-0 .4 m 、 C

期で 幅 l. 5 -2. 5 m 、 深 さ 0 .4 m を計 る 。
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〈出土遺物〉

ここで取 り 上げる遺物は 、 側溝 跡出土のもの、 路面上面出土のもの、 整地盛上層出土のもの

である。 各側溝跡については 、 前述のとおり 4期の変遷があり 、 埋土の特徴にも共通性が認め

られた。 したがってこ こ では 、 各側溝跡出土 遠物をA -D期にま とめて記述していく こ と にす

る。

A期 ： 土師器杯 ・ 壺 ・ 甕 、 須 恵 器杯 ・ 蓋 ・ 壺、 平瓦、 円盤状土製品（須恵器甕の破片利用）、

鉄滓、 砥石 、 縄文土器、 古 墳時代の土師器杯 ・ 高杯、 石製模造品 （円盤形） 、 黒耀石製石器が

出土しているが 、 いずれも破片で図示 で き たものは 少 ない。

〈土師器杯〉

製作 に ロ ク ロ を使用しないものと、 使用したものがある 。 前者は わずかで後 者が大半を占め

ている 。 後 者は 2 点あ り 口径13.8 cm、 底径 6. 0 - 6.2 cm、 器高6.0 -6. Zcm、 口径と底径の比は

1 : 0 .43-0. 44、 口径と器高の比は 1 : 0.3 -0.31 である 。 底部の特徴には 回転糸切 り 無調 整

のもの （第 9 図 7 ) 、 ヘ ラ 切 り で手持ち ヘ ラ ケ ズ リ のも の、 全面回転ヘ ラ ケ ズ リ調整のも の

（第 9 図8 ) 、 全面手持 ち ヘ ラ ケ ズ リのも のがある。 体部の形状 は 内湾しな が ら 外傾する も の

である 。

〈須恵器杯〉

図示できたものが 4 点ある 。 I 類 ： 2 点ある （第10 図 9 -10) 。 器高が 3. 5 - 3. 9 cm·と低い

のに対して底径が 大 きいも のである。 口径が12. 6-13. Zcmで口径 ： 底径 は 1 : 0. 53-0 .57、 ロ

径 ： 器面が 1 : 0.26-0.30 である。 底部の特徴には ヘ ラ 切 り 無調整のもの ( I a 類） 、 回転糸

切 り 後 周縁を回転ヘ ラ ケ ズ リ する も の ( I b 類） が認められた。 II 類 ： 1 点ある （第10 図11)。

I 類に比 して口 径 ・ 底径とも小さく 、 器高が高いものである 。 口径 ： 底径は 1 : 0. 51、 口 径 ：

器高は 1 : 0.34、 底部の切 り 離し は ヘ ラ 切 り 無調 整である。 この他破片資料では 回転、 糸 切 り

無調整のも のが若干みられるが、 主体となるのは ヘ ラ 切 り のよ う である 。 こ の他須恵器杯蓋（第

1 0 図1 4) が出土している が 、 こ れは 古墳時代中期に属するも ので陶 邑編年 のT K23-T K2 4型

式に比定される ものである （註3)。

B期 ： 土師器杯 ・ 而台付杯 ・ 甕、 須恵器杯 ・ 壺 ・ 甕、 丸瓦 • 平瓦、 使用痕のある礫、 鉄滓

が出土しているが、 いずれも破片で図示できたものは ない。

土師器杯は 製作にロ ク ロ を使用したもので、 底部の特徴としては 回転糸切 り 無 調 整のものと全

全面に手持 ヘ ラ ケ ズ リ 調 整のも のと がある 。 須恵器杯も底部の特徴として回転糸切 り 無調整の

も のとヘ ラ 切 り 後 ナデ調整のも のとがある 。 ま たわずかであるが赤焼 き 土器の破片が み ら れる。

C期 ： 土師器杯 • 高台付杯 ・ 甕、 須恵器杯 ・ 壺 • 甕、 赤 焼 き 土器杯 • 高台付杯、 平 瓦 ・ 丸

瓦、 緑釉陶器、 円盤状土製品 、 砥石 、 使用痕のある礫、 漆器椀、 木製盤、 鉄滓が出土している 。

D期 ： 土師器杯 • 高台付杯 · 甕、 須恵器杯 ・ 壺 ・ 甕 、 赤 焼 き 土器杯 • 高台付杯、 青磁、 白

磁、 緑釉陶器、 平瓦 ・ 丸瓦 、 砥石 、 石製模造品 、 使用痕のある礫、 鉄滓が出土している 。

C 、 D期については 、 図化でき た土師器杯 • 高台付杯、 赤 焼 き 土器杯 • 高台付杯の特徴が類

似するため一括して記述していく 。
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第1 2図 道路側溝跡C , D 期出土遺物 （土師器杯）
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〈土師器杯〉
図示で き た も の が 22点 あ る。 製作にすべ て ロ ク ロ を 使用 し た もので、 内 面 に は ヘ ラ ミ ガキ ・

黒色処理が施 さ れ て い る。

I 類 ： 器高が3. 5- 4. 5 cm、 口 径 ： 器高の比が1 : 0. 26- 0.3 も の で、 全体に口径に対し
て器面が低 く やや扁平 な 感 じ を受ける器形である。 1本部はやや丸味 を 持 っ て 立 ち 上 が り イ本部の
外傾度が割合大 き い。 底部の特徴 に は 、 A : 回転糸切 り 無調整の も の、 B : 回転糸切 り で周縁
に手持 ち ヘ ラ ケ ズ リ 調整 が施 さ れる も の、 c : 回転糸切 り で底部全面 か ら 周縁 に か け て手持 ち
ヘ ラ ケ ズ リ を 施 し た も の、 o : 底面全面に手持 ち ヘ ラ ケ ズ リ 調整 が施 さ れ切離 し が不明 な も の、

E :  底部全面に回転ヘ ラ ケ ズ リ 調整 が施 さ れ 、 切 り 離 し が不明な も のがある。

II 類 ： 口径 ： 器高の比 が 1 : 0.3 2-0.37の もので、 I 類 に 比 し て器高が高く 外傾度の割合
小 さ い も (T;.である。 体部は内湾 し な がら 外傾 し 口縁端部で若干外反するものと

、 し な い も の と
がある。 口径が13cm前後の も の ( II a 類） と 口径が1 5cm前後の も の ( II b 類） とがある。 底部
の切 り 離 し はすべて回転糸切 り で無調整である。

ミ

口

—一 冒

，

 

三
ipcm 

12 

第13図 道路側溝跡C · D 期出土遺物 （土師器 ・ 須恵器 ・ 緑釉陶器）
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〈赤焼き 土器杯〉

製作に際して ロ ク ロ を使用しており 、 底部の切 り 離しは すべて回転糸切 り で 無調 整 で あ る 。

体部の形状 について は 、 A : 内湾しながら外傾する も の、 B : 直線的に外傾する も の、 c : 内

湾しながら 外傾し口縁端部 で 若干外反する も のがあ る 。 この形状は以下に分類する 各類 に 含 ま

れ て い る 。 I a 類 ： 口径10cm前後 、 器高 2. 4 - 2. 8 cm。 l b 類 ： 口径12cm前後 、 器高3.0 -3.8

cm。 l e 類 ： 口 径1 2-1 5cm前後 、 器高3. 9 - 4.9 cm。 Il 類 ： 口径19 . 2cm、 器高 7. 2  cmの大形杯。

青磁 ： 碗の底部破片資料 で あ る 。 イ本部下半 に は シ ャ ー プな回転ヘ ラ ケ ズ リ 調整がみ ら れ 、

底部は 上げ底状を呈している 。 釉 は内面と体部外面の中頃ま で かかっ ている 。 内面には 重ね焼

き の痕 跡が残って い る 。 釉の色は オ リ ー プ黄色で あ る 。 胎土は淡黄色を呈し、 割 れ 口 は 努開面

をなす。

白磁 ： 玉縁状口縁を呈する碗の破片資料 で あ る 。 釉の色は灰白色 、 胎土は 白 色 を呈する 。

緑釉陶器 ： 碗の体部下半資料で 、 回転ヘ ラ ケ ズ リ 調整が施 さ れ て い る 。 釉 の色 は オ リ ー プ

灰色、 胎土は灰色を呈する 。

なお、 他の遺物について は別章 で 一括 し て 記述する 。

路面上面出土遠物

ロ ク ロ を使用した 土師器甕が1 個体ずつ出土している （第15図9 -10) 

整地盛土層出土遺物

土師器杯、 須恵器杯 ・ 甕 、 平瓦の破片が出土 し ている 。 土師器杯は ロ ク ロ未使用 の も の で ロ

縁とイ本部の境にゆ る い段を有し て い る 。 須恵器杯は底部切り離しが回転糸 切 り で 無調整の も の

で あ る 。

(3) 損立柱建物跡
S B 388 : S X 468 道路跡の東側、 D · E -21 · 22 グ リ ッ トに位四する 。 S K 459 と重複

してお り 、 これより古 い 。 束西 2 間 X 南北 2 間の総柱建物 跡 で あ る 。 規模は北側柱列 で 、 東か

ら2.35m + 1 .9 m 、 総長4.25m 、 西側柱列 で 北か ら 2. 25m + 2. 2 m 、 総長4. 45m を 計 る 。 方向

は 西側柱列において は N - 1 °-E で あ る 。 柱穴は残存状況が悪いが、 0.8 X 0. 5 m の隅丸方形

を呈していた と思 わ れ る 。 柱痕跡は 15-20cmの円形を呈する 。 出土遺物は ない 。

S B 389 : S B 388 の南側、 F · G - 21 · 22グリ ッ トに位謹する 。 S K 455 · 457 、 S E

39 3 と重複しており 、 こ れ ら より古 い 。 東西2 間 X 南北2 間 の総柱建物 跡 で あ る 。 規模は北側

柱 列 で 東 か ら1.9 5m + 1. 9 5m 、 総長 3.9 m 、 西側柱列 で 北か ら 2 m + l.9 m 、 総長3.9 m で あ

る 。 柱穴は 残存状況が悪 く 、 一辺70 cmの隅丸方形を呈して い たと思 わ れ る 。 柱痕 跡 は15-20cm

の円形を呈する 。 出土遺物は な い。

S B  390 

東区北東隅、 D -F - 26 -28 グリ ッ ト に位臨する 。 東 西 4 間以上、 南北 2 間 の東西棟掘立柱

建 物 跡 で あ る 。 S D 416 と重複してお り 、 こ れ よ り 古い。 建物跡は ほぼ同位證で 2時期の重複

が認め ら れ た 。 以下古い順に記述して い く 。

S 8 390 A : 柱穴は 後 世の削平を受 け て い る た め残存状況が非常に悪い。 規模は lm X0. 5 
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第14図 道路側溝跡C , D 期出土遺物（赤焼き土器）
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S B  388 

E 19 1 - N 03 m の長方形、 深さは 0.2 m- 0.3

m を計 る。 埋土は黒褐色粘土質 シ

ルトで黄褐色シルトプロ ッ ク を含

む。 遺物は土師器杯 ・ 甕 、 須恵器

の破片が出土 し ている。 土師器杯

は内面に黒色処理 を 施 し た も の で
ロ ク ロ未使用 の も の で あ る。

S B  390 B : A期の建物跡よ

◎
 

E 19 

り 若干南へずらして 構築 し ている

。 B期の柱穴に はすべて抜 き 取 り

穴が検出された 。 抜 き 取 り 穴から

推定される方向は西側柱列でN-

2 ° -E とな る。 規模は北側柱列で

、 西から2.35m +2.1 5m + …。 西

側柱穴では北から2.3m +2. 5m 、

総 長 4.8 m を計 る。 柱穴は7 0X80

cmの方形を呈 し 、 深さは0. 4�0. 5

- SNOO m を計 る。 柱穴埋土は灰黄褐色シ

ル ト に黒褐色粘土質 シ ル ト プロッ

ク を含む。 遺物は掘 り 方埋土よ り

゜ S B  38 9 
-s 01 

゜

3m 

第16図 S B  388 · 389実側図

- N  02 

内面黒色処理 を 施 した ロ ク ロ 未使

用の甕の破片が出土 し ている。

S B 39 1 : S B 388 ·38 9 と

S B  390 の 間 、 E - G  -23-2 5 グ

リ ッ ト に位四する。 S K 455-457 

と重複 し てお り 、 これ ら よ り 古 い 。

東 西3 間 x 南北3 間 の 南北棟建物

跡であ る。 規模は西側柱列で東よ

り l.8 m + l. 9 m 十 …。 東側柱列で北から 2.1 m 十 … を計る。 方向は東側柱列にお い て は N-

3°- E とな る。 柱穴は 0.6 X 0. 7 m の隅丸方形を呈するが、 残存状況が悪 く 、 埋土はわずかし

か残っていない。 柱痕跡は径20cmの円形を呈する。 出土遺物は ない。
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(4) 井戸跡
S E  392 

F · G - 9 · 10 グ リットに位證する 。 同 じ位匠で S E 392 A→ S E  392 B の作り替 え が認め

られた。

S E  392 A : 掘り方のみが検出さ れた。掘り方 の平面形は隅丸方形 で 、 断面形は 2 段とな
る。 一辺 3.9 m 、 深 さ は l. l m を計 る 。 井戸側について は S E 392 B に壊 さ れているため不明

で ある。掘り方南辺のほぼ中央には溝状の施設 が取り付いている 。 長 さ 4. 5 m 、 幅1 5cm 、 深 さ

4 - 5 cmの規模をも つ。 埋土は 5 附 に分 け られる が、 大別する と上層の灰黄色粘土層と下層 ( 5

陪） の暗灰黄色砂層 で ある。

遺物は土師器杯 ・ 高台付杯 （第20 図 7 -8 )  ・ 甕、 須恵器小壺 （第20 図12) ・ 甕、 平 瓦 ・ 丸

瓦が出土している 。 土師器杯 • 高台付杯はいずれも ロ ク ロ調整の も の で あ る 。

S E  392 B : 方形の木組み井 戸側を持つ構造 で ある。掘り方は隅丸方形を呈し 、 一辺2 . 1

m を計る 。 底面はほぼ平らで 、 壁 は ほ ぼ垂直に立 ち上がる 。 深 さ は1.25m を計る 。 井 戸側は東

西辺 l m 、 南北辺1.2 m の長方形を呈し 、 縦板組隅柱横桟 ど め で 据 え ている 。 ただ し北辺には

横板が据 え られていた。 縦板材は長さ 0 . 8 - 1 m 、 幅10 cm、 厚 さ 5 mm、 横板材は長さ 0.6 m 、

他は縦板材 と 同 じ で ある。 隅柱は 円 柱 で 、 2 段に柄穴 (6 X 3 cm)が認められるが、 横桟は柄

穴には は め込んでおらず、 柱 と縦板材 の 間 に は さ んでいる 。 下部の横桟は径10 cmを計る丸太材

を用いている。掘り方埋土は灰白色火山灰のプロ ッ ク が混 じ る黄褐色 シ ル ト で 、 井 戸内埋土は

黒褐色 シ ル ト 質粘土 で ある。

遺物は掘り方埋土より土師器杯 · 甕、 須恵器杯 ・ 壺 ・ 甕の破片が出土している 。 井 戸 内埋土

で は土師器杯 （第20図 1 - 4) · 高台付杯 ・ 甕、 須恵器杯 ・ 壺 （第20図11). 甕、 耳皿、 赤焼

き 土 器台付皿 （第20図 9 )、 土錘がある 。

S E 393 : F · G - 0 · 1 グ リ ッ トに位置する 。 S D 471 と重複しており こ れより古い。 方

形の木組み井戸側を持つ構造 で ある。掘り方は不整円形を呈し 、 径2.4 m を計 る 。 深 さ は 0.6

m で ある。 井 戸側は東 西辺·o. 5 m 、 南北辺0.8 m の長方形を呈していたと思 わ れる が、 西側よ

り土圧 で 崩 れたよう になって 検出した。 井戸側は縦板組隅柱横桟 どめ で 据 え てい る が、 東辺の

み縦板の上に横板が組ま れて いた。 縦板材は四面に2 枚ずつ用い 、 長 さ0. 55m-0. 7 m 幅0. 3
m を計 る 。 井 戸 底 に は 曲物 （第22 図1 ) の水溜めを備 え ている 。掘り方埋土は黒褐色粘土と黄

色 シルトプロ ッ ク が混 じ り 合 う 層 が主体をな し ている 。 井 戸 内埋土は上層 が黒褐色枯土 を主体

とするのに対し 、 下層 （ 井 戸側内） は植物遺体を含む粘土層→砂層の堆積が見られた。

遺物は掘り方埋土より土師器杯 • 高台付杯 ・ 甕 、 須恵器杯・ 壺 ・ 甕、 赤焼き 土器杯（第23図］）

• 高台付杯が出土し ている。 土師器杯は ロ ク ロ未使用 の も の で 、 底部切り離しが回転系切り無

調 整 で ある 。 井 戸 内埋土の出土遺物には土師器杯 • 高台付杯 ・ 甕 、 須恵器杯 ・ 甕、 赤焼き 土器

杯 • 高台付杯、 平 瓦、 使用痕のある礫がある 。

S E 394 : E · F  -21 · 22 グ リ ッ ト に位臨する 。 S B 38 9 と重複しておりこ れより新しい。

方形の木組み井戸側を持つ構 造 で ある 。掘り方は円形を呈し 、 径2 m 、 深 さ l m を計
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土 層 註 記
1 JOYR½ 灰蛍褐色
2 JOYR½ 灰黄褐色

① lOYR½ にぶい黄褐色

② JOYR½IF. 黄褐色
③ 2.SY½ 暗灰黄

④ 2.5YK貨IT<

⑥ 2.SY½ 暗灰貨

枯土質 シ ル ト 砂粒 を 多 く 含み酸化鉄の小班を 含 む

枯 土 炭化物粒、 わずかな砂粒を含む

粘土質 シ ル ト 砂粒を多く 含み酸化鉄班を含み2.SY¾Iこぶい黄色 シ ル ト プロ ッ ク を含 む

粘 土 」涌．面に砂粒を含むわずかに炭化物粒を含む

粘 土 2.SGYX オ リ ー プ灰砂のプロ ッ ク

粘 土 砂粒 を 多 く 含む植物遺体小石を含む

砂 lOYR½ 灰黄褐粘土のプロ ッ ク を含 む

第18図 S E  392A · B 井戸跡実測図
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S E  394井戸跡

゜
第19図 S E  393 · 394井戸跡実測図

る 。 井戸側 は 横板を方形 に組み四隅を角柱

あ るいは丸柱でおさえ る タ イ プであ る 。 板

の寸法は 東辺と西辺が長さ0.9 rn 、 幅0. 4 

m 、 厚 さ 5 cm、 北辺と南辺が長さ0. 75m 、

幅0.4 m 、 厚さ5 cmであ る 。 井戸側の平面

形は 長方形を呈していた と思われる 。 掘 り

方埋土 は 3層に分け られる が、 大別 し て す

る と 2 層 で、 上層が灰黄褐色 シ ル ト と黄色

シ ル ト の混 じ り 合う層。 下層が黄橙色 シ ル

トであ る 。 井戸内埋土 は 4層 に 分け られ、

3 · 4 層がシ ルト質粘土。 2 陪中には灰白

色火山灰のプロ ッ ク が含 ま れる 。 1 層は人

為的な埋め戻 し の可能性があ る 。

遺物は 掘 り 方埋土 よ り 須恵器杯、 井戸内

埋土から土師器杯 • 高台付杯 ・ 甕、 須恵器

杯 ・ 甕 、 赤 焼 き 土器高台付

杯、 平瓦が出土している 。

S E  395 

D · E -13 · 14 グ リ ッ ト

に位置す る 。 ほぼ同 じ 位 置

でS E 39 5 A→ S E  39 5B 

の作 り 替 え が認められた 。

S E  395 A : 掘 り 方の

渫 一部と井戸底を検出した 。

囲 形態について は S E 39 5 B 

に壊されてお り 不明である

が‘、 i架さは 0.9 5m を計る 。

井戸底 に は 曲物 （上段径4 0

m 、 高さ22. 7 cm、 下段径38

cm 、 高 さ 19. 5cm) を重ね て

据 え 水溜めとしている 。 上

段の曲物の際には平瓦を1

枚置いておさえとしている 。

2 m  掘 り 方埋土 は 3 限 に 分け ら
＇ れる 。

遺物は土師器杯 ・ 甕、 須

3 0  
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第20図 S E  392 A · B井戸跡出土遺物実測図

恵器甕、 赤焼き土器高台付杯、 平瓦 （第23図 5 ) が出土している。

S E  395 B : 掘り方は不整円形を呈し、 長径 3. 8 m 、 短径3.25m 、 深 さ 0. 85 m を計る。 井

戸底には径60cm 、 高さ30cmの曲物を水溜め用として据 えて いるが 、 その上部構造については不

明である。 掘り方埋土は砂層を主体 と し 、 それ に若干黒色粘土 プロ ッ クが混 じる。 井戸内埋土

は褐色系の粘土層が主体である。

造物は掘り方埋土から土師器杯 • 高台付杯 ・ 甕 、 須恵器杯 ・ 甕、 赤焼き土器杯、 丸瓦、 使用

痕のある礫、 弥生土器が出土して いる。 井戸内埋土では土師器杯 （墨害 • 第23図 2 · 4 ) · 高

台付杯、 須恵器杯 ・ 壺 ・ 甕 、 赤焼き土器杯、 軒丸瓦 • 平 瓦、 砥石 、 使用痕のある礫があ る 。
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S E 395B 井戸跡 S E  395A 井戸跡

I゚ I I I I 斤
土 層 註 記
S E  393 
l 2.SY½ 黒渇色 粘 土
2 SY½ オ リ ー プ黒 粘 土
3 2.SYX黒褐色 帖 土
4 2.SYX黒褐色 粘 土
5 2.SYX黒渇色 粘 土

① 2.SYX黒褐色 帖 土
② 2.SY¾ 黒褐色 粘 土

③ 5 GJ{暗緑灰 砂
④ S YX オ リ ー プ黒 粘 土
⑤ lOYR½ 黒褐色 枯 土
⑥ 2.SY½ 黄渇 砂

S E 394 
1 lOYRX褐灰
2 lOYR½ 褐灰
3 7.SYX灰
4 7.SYM灰

① IOYR½ にぶい貨橙
② lOYRK褐灰 粘質 シ ル ト
③ IOYR½ にぶい貨橙 シ ル ト

S E  3959 
I lOYR¾ 黒褐色
2 JOYR¼ 褐灰
3 IOYR½ 渇仄

① lOYR½ 灰黄渇
② 2.SY½ 暗灰黄
③ SY½ 灰 オ リ ー プ

S E 395A 
l lOYR½li<. 黄褐色
2 2 SY½ 暗灰黄
3 lOY¼ 灰

卜ル

土
土
シ
土

土

枯
粘
粘
帖
砂
砂

わずかに陸化鉄焼土粒を含む 2.SYYi屈色枯土 を上部に項＜
左辺は下部に2.SY½黄褐色砂を層状に含む わずかに酸化鉄粒炭化粒 を含む
わずか に酸化鉄粒 を含む 2.SY½ 暗灰黄砂を互層に含む
上部に酸化鉄を含む
2.SY½ 黄渇粘土 をプロッ クで含む
2.SY½ 黄褐色 O 層 シ ル ト プロ ッ ク を含 む
2 .SY¾ にぷい黄色 シ ル ト プロ ッ ク を①よ り 多 く 含む 2.SY½黄渇色砂を下部に層状に含む

5 Y?'{オ リ ー プ黒帖土プ ロ ッ ク状に含む
5 G},<暗絵灰砂を下部に多 く 混入する

lOYR½ にぷい黄色砂をわずかに含む

シ ル ト 渇色枯質土と黄色砂質土がま じ る カ ー ポン含む
粘土質 シ ル ト 灰白色火山灰小プロ ッ ク と カ ー ポ ン 含 む
シ ル ト 荒砂と粘質土がま じ る
粘土質 シ ル ト

灰褐色 シ ル ト と 黄色 シ ル ト （地山土） が互府 に な る カ ー ポ ン 含

下層に砂質土プロ ッ ク 含 む
砂質を若干含む
砂質土 （粗砂を 多 く 含む）
（砂質土若干含）2.SYYt黒褐色帖土が下部 を占める
2.SYYt黒褐色粘土プロ ッ ク を含む 酸化鉄も兄られる
砂と2.SY½暗灰黄粘土及び酸化し た砂の互層

シ ル ト
砂
祖 砂

焼土炭化物粒含む
D �  シ ル ト プロ ッ ク を含 む
7 .SY½ オ リ ー プ黒色粘土プロ ッ ク を含む

第21図 S E  395A , B 井戸跡実測図
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第23図 S E 393 · 394 · 395井戸跡出土遺物

(5) 溝跡
S D  396 : 西区 、 C -H - 0 - 9 グ リ ッ ト に位置する。 方向は約E -30 °- S で ある。 重複

関係からS D383 · 471 より古 い 。 確認で き る長 さ は約32m で 、 幅0.3-0. 4 m 、 深 さ 約0.3

m を 計る。 底面は丸味を帯び壁は内湾気味に立 ち上がる。 埋土は 2 層に分け ら れ、 灰黄褐粘土
が主体 を な す。 遺物は出土 してい な い 。

S D  397 : 東区 、 B -K -13-2 5 グ リ ッ ト に位置する。 方向は約E -35°- S で ある。 。 重複
関係からS D 38 7 ·38 5 · 467 · 40 9 、 S B38 9 より古い 。 また遺物包含層B · C に袈われる。

確認で き る長 さ は約44m で 、 幅0.6 -1.2 m 、 深 さ1 5-30 cm を 計 る。 埋土は3層に分けられるが、

おおむね褐灰色 シ ル ト で ある。 追物は内外面に段 を 有す る ロ ク ロ の不使用の土師器杯（第25図1)
・ 甕、 須恵器甕が出土 している。

S D  398 : 西 区 、 H -10 グリ ッ ト に位置す る。 S E392 A との形態的連続性から同 井戸に
付属する施設と考 え られる。 確認で き る長さは 2.3m で 、 幅10 cm、 深さ10cmを計る。 埋土は灰

黄褐色粘土 で あり 、 S E392 Aの掘り方埋土に近似す る。 追物は出土 していない 。

S D  399 : 西区 、 M - 0 - 1 -10 グ リ ットに位謹する。 溝跡は古 い順にA-D期の 4 期 の

34 



変遷が認められた。 確認でき る 長 さ は約15mで、 各期におい て 幅 ・ 深 さとも様々である 。 方向

はS D 384 道路側溝跡 と ほぼ平行 す る 。 B 期は重複関係からS K 428 · S  D 384 C よ り 古く 、

S D  384 A よ り 新しい。 埋土は A 期 が暗灰黄色粘土、 B 期が灰色系の粘土で上面に灰白色火山

灰層がのる 。 C 期は暗灰黄色粘土で灰白色火山灰が小 プ ロ ッ クあ る いは粒状に混入す る 。 D 期

は灰黄褐色粘土であ る 。 遺物は B 期 が土師器杯、 須恵器杯 ・ 甕 、 C 期が土師器杯 ・甕 、 須恵器、

甕 、 D 期が土師器杯 ・ 甕、 赤焼き土器杯、 須恵器杯・甕が出土してい る 。

S D  400 : 東区 、 I - J - 14-17 グ リ ッ ト に位四する 。 重複関係からS D 383 D 、S K446 

よ り 古 く 、 S D 383 A · B よ り 新しい。 追物包含層A 上面よ り 掘 り 込 ま れ 、 S D 383 C と同時

に 埋 ま っ て い る 。 方向はS D 383道路側溝跡とほぼ平行 す る 。 長 さ11 . 3m、 幅 0. 8 -1.0m、

深 さ 0. 5mを計 る 。 埋土は 、 灰 白色火山灰粒を含む暗灰黄色 シ ル ト であ る 。 遺物は土師器杯、

赤焼き土器杯、 須恵器杯 ・ 甕、 平瓦、 丸瓦が出土 し てい る 。

S D 401 -- 411 (小溝群） ： 東区、 H -I -16 -18の 選物包含陪A 上面で検出 した。 重複

関係よ り S D 409 よ り 新しい。 た だし小溝群内 におい ても重複が認められた。 方向は東西方向

のもの と 南北方向のものとがある 。 残存状況が悪い が比較的良いもので長 さ 6.1m、 幅 0. 2 -

0 . 3  m、 深 さ 2 -5 cmを計る 。 埋土は暗灰黄色 シ ル ト であ る 。 退物は土師器杯 ・ 甕、 須恵器杯

・ 甕、 平瓦 ・ 丸瓦が出土し てい る 。

S D  412 : 東区、 0 -P -16 -17 グ リ ッ ト に位置する 。 S D 413 と L 字型 に 交わ り S D 38 

4 側溝跡にほぼ平行す る 。 確認でき る 長 さ は 約 4 m、 で 幅1-1. 3 m、 深 さ 0. 2 - 0. 25 mを計

4.500m → “ ← 4. 500mー
疇S D  396 S D  397 ゜ l m  

I 

土 層 註 記

5 0 396 
1 lOYR½l"I<. 黄褐色 粘 土
2 lOYR½ 灰黄褐色 枯 土

S 0 397 

4 .500m 
← --I 

S D  398 

SD 417 • 472 

← 4. 500m � 

鬱
S D  409 

1 IOYR½ 灰黄褐色 シ ル ト
2 2.SY½ 黄褐色

砂

質 シ ル ト
3 2.SYK黄灰色 粘 土

← 4. 500m → 

髯
炭化物粒酸化鉄マ ン ガ ン 粒 を 含 む
陵化鉄をわずかに含む
酸化鉄をわずかに含む

l IOYRX褐灰色 シ ル ト 4 2.SY½ 暗灰黄色 粘土質 シ ル ト 風化凝灰岩のプロ ッ ク と 酸化鉄を含む

2 lOYR;{渇灰色 粘

土

質 シ ル ト
3 lOYR½J天黄褐色 シ ル ト

S 0 398 
1 IOYR½ 灰黄褐色 粘 土

S D  409 

I !OYR¾ にぶい黄橙 シ ル ト

5 2.5Y½'黄褐色

木炭粒を含む
6 2.SY½ 黄褐色
7 7.5Y½ 黄褐色

黄色地Ill シ ル ト を 含む

砂

質 シ ル ト

砂

質 シ ル ト

砂

質 シ ル ト

第24図 溝跡セク シ ョ ン図

2.5Y½II悧灰黄粘

土

プロ ッ ク酸化鉄を含む
2.SY½llifl� 黄 シ ル ト プロ ッ ク を 含む
2.SY½II悧灰黄色粘土質プロ ッ ク を 含む
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第25図 溝跡出土遺物

る。 埋土はS D 384 C · S D  414と近似した ものでこれらとほぼ同時に埋まっている。 遺物は

土師器甕、 須恵器杯 ・甕が出土している。

S D  413 : 東区、 P -R - 1 7 グ リ ッ トに位誼する。 S D 412 とL 字型に交わり、 北側に突

出部を持つ。 確認できる長さは 6 . 5 m で 、 幅約lm 、 深さ O.l -0. 2 m を計る。 埋土はS D 41 

2 と近似し てお り 同時 に埋 ま っ ている。 遺物は土師器甕が出土 し てい る 。

S D  414 : 東区、 0 - P  -16 -17 グ リ ッ ト に位囲する。 重複関係よりS D 384 D より古い。

方向はS D 384 C と ほぼ平行する。 確認できる長さは 4. 6 m で 、 幅 1 -1. 8 m 、 深さ0.2m を

計る。 埋土はS D 384 C 、 S D 412 と近似する。 遺物は土師器杯 ・ 甕、 須恵器杯 ・ 甕が出土し

ている。

S D  415 : 東区、 F -G -27-28 グ リ ッ トに位骰する。 形態は弧状を呈する ものと思われ、

長さ 1. 3m 、 幅0.3-0. 4 m 、 深さ10cm を計る。 埋土は黒色粘土質 シルトである。 遺物は土師

器杯 ・ 甕が出土している。

S D  416 : 東区、 F -G -27-28 グ リ ッ トに位置する。 重複関係よりS B 390よ り 新しい。

形態は弧状を呈する ものと思われ長さ 3 m 、 幅0.5 m 、 深さ10-lScm を計る。 埋土は黒色粘土

質 シル トである。 遺物は出土して い な い。

S D  417 : 東区、 H -I -21-25 グ リ ッ ト に位四する。 重複関係よりS D 397 よ り 新しい。

S D  386 C 側溝跡とH -21 グ リ ッ ト付近で接続し、 一端約1. 5 m の 幅を持って途切れる。

方向はS D 385 側溝跡と ほぼ平行する。 確認できる長さは約14m で 、 幅0. 7 - 1  m 、 深さ30cm

を計る。 埋土は 5 層に分け ら れるが大別すると 2 層で 、 上限が褐色系の シル ト 、 下層が黄色系

の粘土質 シ ル ト である。 遺物は須恵器甕が出土している。

S D  418 - 422 : C -E - 19-20グ リ ッ ト に位領する。 退物包含層B におお われ 、 Il 層上

面で検出した。 およそN -45°-E の方向をとる 。 い ずれ も 幅0. 3 m 前後 、 深さ10-20cm を計る。



埋土は包含恩 B に良く 似た黄褐色系の砂質 シル ト の単層である。 遺物は土師器杯 （ ロ ク ロ使用

・ 底部 回転系切り無調整） ・ 甕、 須恵器杯 （ ヘ ラ 切り→ナデ調整） ・ 甕が出土 している。

(6) 土砿

S K  423 : C -2 グ リ ッ ト に位置する。 平面形は不整楕円形、 断面形は舟底型を呈する。

規模は長径1. 34m、 短径1. 06m 、 深 さ 0 . 3 m を計る。 追物は土師器杯、 須恵器杯が少鼠出土 し

ている。

S K  424 : H - 5 グ リ ッ トに位謹する。 S D 383 · S  K 425 と重複しており、 これ ら より

新 し い 。 平面形は不整楕円形を呈する。 規模は長形 0. 7 m 、 短形0. 65m、 深 さ 0. 3 m を計る。

埋土は灰黄褐色枯土質 シ ル ト の単階である。 追物は土師器杯が出土している。

S K 425 : G · H - 5 グ リ ッ ト に位置する。 S K 424と堕複 しており、 これより古い。 平

面形は隅丸方形状を呈するものと思われる。 規模は長軸 0. 7m以上、 短軸 0. 5 m 、 深 さ 0. 2m 

を計る。 埋土は 2 層に分け ら れ、 1 層はS K 424 と 良く 似た粘土質 シ ル ト で ある。 遺物は土師

器杯 ・ 甕 、 古墳時代 （南小泉式） の土師器高杯が出土している。

S K 426 : G · H - 5 グ リ ッ ト に位置する。 平面形は不整方形を呈する。 規模は長軸 0. 7

m、 短軸0. 46m 、 深 さ 0. 1mを計る。 追物は土師器杯 · 甕 、 赤焼き土器杯が出土している。

S K 427 : M · N  -4 グ リ ッ ト に位蹴する。 重複関係か らS D 399 より古く 、 S D 384 A 

より新 し い 。 平面形は楕円形で南辺では段掘り状になる。 規模は長径1. 19m、 短径0. 50m、 深

さ 0. 3 m を計る。 埋土は灰黄褐色粘土で、 底面近く に植物遺体を多醤に含む。 遺物は土師器杯

（漆付者片） ・小形甕が出土 している。

S K 428 : M · N  -12グ リ ッ トに位屈する。 重複関係からS D 399 B より古 く 、 S D 384 

A より新しい 。 平面形は不整形を呈する。 規模は長軸4. 23m、 短軸2. 92m 、 深 さ 0. 8mを計る。

埋土は暗灰黄色粘土で下層ほど黒味を帯びる。 土師器杯 （第33図 3 - 6 )  · 甕、 須恵器杯 ・ 壺、

灰釉陶器椀 （黒笹90号窯式） 、 古墳時代 （南小泉式）の土 師器杯、 砥石の追物が出土している。

S K 429 : I -4 · 5 グ リ ッ トに位箇する。 S D 383 A と重複 し ており、 これより古い。

平面形は不整形で 、 壁は南辺で緩やかに立 ち上がる。 規模は 幅2. 15m 以上、 深 さ 0.4m を計る。

埋土は砂層と粘土層が互層になる自然堆積層である。 造物は須恵器杯 （墨書 ： 第33図12) · 甕

が出土している。

S K  430 : H -14グリ ッ ト に位骰する。 S K 446 と重複しており、 これより古い 。 平面形

は楕円形を呈していたと思 われる。 規模は長径2.06m以上、 短径2m 、 深 さ 0. 53mを計る。 埋

土は大別する と 3 層で 、 上 ・ 下層が シ ル ト プ ロ ッ クを含む粗砂層、 中恩が黒褐色系粘土である。

遺物は土師器杯 ・ 甕 、 須恵器壺 ・ 甕の転用硯、 赤焼き土器杯、 緑釉陶器、 丸瓦が出土 している。

S K  431 : L · M -25 グ リ ッ トに位既する。 平面形は長楕円 形 と 思 わ れ、 断面形はU 字型

を呈する。 長径1. 3m以上、 短径 0. 7 m 、 深 さ 0. 38mを計る。 埋土は黒褐色シ ル ト質粘土であ

る。 遺物は土師器杯 ・ 甕 、 須恵器甕が出土 している。

S K  432 : I -K -18-19 グ リ ッ トの遺物包含層A上面で検出 した。 重複関係 か ら SD386

C より古く 、 SD386 A より新しい 。 平面形は不整円形で 、 底面に段を有する。 規模は長径4. 45
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S K 425 
① IOYR½ 灰黄色

S K  424 · 4�5 
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一

S K 427 

-A' 

粘

土

質 シ ル ト 地山プロ ッ ク （屈化猛灰岩） を含む
炭化物粒/"ii.白色火lll灰少凪 を含む

粘

土

質 シ ル ト

②
 

SY½ 灰白 シ ル ト

地山プロ ッ ク （俎化凝灰岩）● を含む
炭化物粒灰白色火山灰少1,t を含む
焦褐色粘土と灰色 シ ル ト （地山プロ ッ ク ）
がま じ る
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£
1
15 

A
 

S K  432 
l m  

S K 430 
l 2.5YY, 黄褐色
2 2.SY,¾ 烈褐色
3 5 YKが9ープ黒
4 2.SGYJ{ll'a· オ リ ープ灰

SK 432 
I 2.SY½ 灰黄色
2 5 YKが9ープ馬
3 5 YKがJ ープ黒
4 lOY.¾',t 1)ープ黒
5 lOYY, オ ') ー プ黒

砂土
土
砂

粗
帖
帖
祖

2.SY½ 黄褐色の風化凝'*炭プロ ッ ク を含む
炭化物を含む
細

砂

や や ク ラ イ 化 プ ロ ・I ク を含む
細

砂

プロ ッ クが人る

土土
粘
粘

砂
砂

灰白色火山灰陪
紗粒を混入する
粘性強
粘土粒をわずかに含む
粘土嗜立をわずかに含む゜

第26図 土砿実測図

m 、 短径 3.7 m 、 深 さ 0.6 4m を 計 る 。 埋土は8 層に分け ら れ 、 1 層が灰白色火山）天 の 自 然堆積
層 。 そ の下層は 黒色粘土 を主体をしている 。 遺物は 土師器杯 （第33図8 · 9 ) ・ 甕、 須恵器杯

（第33図1 3) 高台付杯 ・ 壺 • 甕、 赤 焼 き 土器杯 、 軒平瓦 • 平瓦が出土 し てい る 。

J - 13グリ ッ ト に位蹴する 。 S D 38 3 D と重複してお り 、S K  433 これより古い。 平面

形は 隅 丸方形 を呈していた と思わ れ る 。 規模は長軸1. 54m 以上 、 短軸 0. 9 m 、 深 さ 0.4 m を 計

る 。 埋土は 6 限 に 分 け られ 、 1 · 3 層 に灰白色火山灰のプロ ッ ク が混入している 。 追物は土師

器杯、 須恵器甕が出土 し ている 。

G · H -2 5 グ リ ットに位置する 。 平面形は 不整形を呈する 。 規模は 長軸3.76m 、

短軸1. 4 m 以上、 深 さ 0. 19m を 計 る 。 遺物は土師器杯、 須恵器壺が出土している 。

S K  434 

38 



3 . 石製品
石製品には 、 石製模造品 、 石器、 砥石 、 使用痕 • 加工痕のある礫が出土している。

〈石製模造品〉 第27図1-12 

基本層第 1I 層、 道跡側溝跡埋土 から11点出土 している。 形態は 円盤形を呈するものが多いが

中 に は 隅 丸長方形のものもある。 大きさは径2.5 -5 cm 、 厚さ 3 - 5 mmを計 る 。 この他未製品

が1点出土している (12)。

〈石器〉 第29図 l

黒曜石製の ラ ウ ン ド ス ク レ イ パー が 1 点出土 している。 厚手の剥片索材と考えられ背面に自

然面が残っている。 刃部は比較的急角度の調整が加えられ、 縁辺には細 か な ツ プ レが認められ

る。

0 ー ロ い 戸 尺□
1 (S 0 384A · t 2 )  

c:JL— =--__)>:> l--'U., ' '11:, 

2 (S D 384A · e  2 )  

← 11 .,, ,  •• _,.J.l—J 
3 (S D 384A · t  2 )  

｀ 臼 一 喜パ� -g
4 ( 0 培 · E -10) 

�-—-J..L...J 

ー◎
7 ( S D  384) 

c-JI 寸戸

5 (S D 383D · t  1 )  

ーロ
8 ( S D  384A · e  2) 

I 6 ( S 0 384A · t 2 ) 

I"'It.--t:D 

9 ( S D  384A · t  2 )  
r n··.: ーーJL.:> , H ' �1a 

10 

.........-� こIレ I 11 ( n 'i'I> 

L)「 一

I 12 ( II 府）

,,-----—\ 
←―

u ,-, 1 0cm 
I I I I I I I 

第27図 石製模造品実測図
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1 ( S K  18) 

，
 

15 (S D 384C · t  l )  

2 CS D 386C · t  I )  

6 (S 0 3860 · ヽ l )

16 

10 

7 ( S K  16) 

(S D 3S30 · t  1 )  

第28図 石製品実測図 （砥石 ・ 使用痕 • 加工痕のあ る 礫）
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〈砥石〉 第28図 1 - 2

確実 な ものが 2 点ある。 1は泥

岩を索材 と した も ので大部分が破

損している。 2 は砂岩を素材とし

扁平 な も のである。 いずれに も 磨

痕 、 擦痕 、 線状痕の使用痕が観察

された。 これらは石の目が比較的

細かい も ので仕上砥～中砥として

磁鱈謬使用された ものと考えられる。

〈使用痕 • 加工痕のある礫〉

1 

I 

比較的大形の礫を素材とし 、 こ 第29図 石器（ラ ウ ン ドス ク レ イ パー）実測図

5 cm 

の表面に磨痕 、 擦痕 、 溝状痕 （線状痕） 、 敲打痕 、 く ぼみな どの使用痕 • 加工痕のある ものを

一括してまとめた。 14点出土している （第28図 3 -16 ) 。 石質は砂岩 • 安山岩が多い 。 この内

14-15は形態 、 溝状痕 （線状痕） の特徴から砥石 （荒砥） と 考 え ら れる。 また 8 については縄

文時代の凹石と類似しており 、 この時代 の も のの可能性がある。 その他については今後完形品

の出土をまって用 途や機能について検討したい。

4 . 縄文 ・ 弥生土器

基本陪位第 n 陪 お よび道路側溝跡埋土 か ら 出土し て い る 。

縄文土器 ： 第30図1-14までの もので 、 中期後葉の ものと 、 晩期大洞A 式に相当する も の

がある。

弥生土器 ： 第30図15-22までの もので 、 寺下囲式～桝形囲式にかけての も のである。

その他に地文のみのものがある （第30図23-28) 。 こ れ ら についてはいずれかの時代に伴う

も のであるが、 28に関しては特徴的 な撚系文より弥生時代の ものである。

5 . 中世以隆の遺構 と遺物

ここで扱 う 中世以降の遺構とは、 不整楕円 、 楕円 、 方形 、 溝状の形を呈する土拡で 、 埋土が

黄褐色砂 （第 Il 層） と黄灰色粘土プロ ッ ク が 混 じ り 合 う 土で人為的に埋め戻さ れ た も のを指し

ていう。 断面形はほぼ逆台形状を呈する ものが大半を占めるが 、 中には舟底状の も の も ある。

深さは 0. 4m-0. 7 m を計る。 他の造構との重複関係では、 S K 461-46 3 が S D 467 に 切 ら

れている他はすべての遺構 （古代）を切って構築している。 底面上か ら検出さ れる遺物はな く 、

時期を決定する決め手に欠けるが、 埋土中からは古代の土器破片の他、 S K 438 から陶器片 、

S K  455 か ら 磁器片 、 S K 464から 常滑産の甕 （近世）が出土している。 また、 第 4 次鯛査区

で も 同様 な 土拡を検出しており、 中世の板草履が出土している。 これらのことから 、 本遺構に

ついては大まかに中世～近代の幅広い年代を考 えておきたい。 性格についてはこれまでの資料

のみでは詳し く 言及できないが、 掘削さ れてから比較的短期間で埋め戻さ れている ものと見ら

れる。 これらの概要については第 7 表に示した。
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謬

今回の発掘調査 で は、 古 墳時代と平安時代の追構、 及 び縄文時代～江戸時代の遺物を検出し

た。 こ こ で は古 墳時代の木組み遺構と平安時代の遺路跡を中心に若干 の ま と めをしてお き たい。

一古泊時代ー

当初、 地山 と 考 え ていた第 1I層に土師器がめり込んでいたこと か ら 端を発した古 墳時代の発

掘調査 は 、 予 想 も し な か っ た 木組み遺構の発見 に より 大 き な成果を納める こと が で き た。 この
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木組み遺構を履 っ て いた砂層 （第 rr 層） は 、 その堆積の あり方か ら 河川の氾濫等により供給 さ

れたものと考え ら れ る 。 また 、 調査区の制限 か ら どの よ う な分布域をもつもの な の か明 ら かに

し得 な か ったが 、 か な り規模の大き い河川の堆積層と い う ことは言え よ うか。 そして木組み遺

構は河川の中に造 ら れた構築物としてと ら え る ことができる 。 この河川の存在を裏付け る かど

う か確信は得 ら れ な か ったが 、 西側に隣接す る第4次調査区の東端付近で地山が東方へ落 ち て

い く ことが確認 さ れ て い る 。

さて 、 この木組み遺構が河川中に存在した場合 、 如何な る 性格を有するもので あ ろ う か。 若

干検討してみたい 。 こ の よ う な立杭 • 横木・ 斜材か ら な る 構 築物が河川中に存在した場合、 ま

ず考え ら れ る のは堰で あ ろ う 。 こ れ ま での弥生 ・ 古瑣時代の発掘調査例（註4)を参考に し てみ る

と 、 甚本的な構造が山王遺跡の例と良く 似 て い る のが わ か る 。 さ ら に イ ネ科植物や枝材を敷き

詰める例は大阪府池島遠跡、 山賀遺跡、 利倉遠跡、 福岡県那珂君休迫跡等で知 ら れ て い る 。 こ

れ ら の類似例 か ら 山王遺跡 ・ 木組みの遺構の性格は堰と す る のが妥当では な か ろ う か。 ただし 、

福岡県鶴町遺跡の堤防状遠構と称す るものに本木組み遠構のG 列 - J 列が構造的に類似してお

り 、 このよ う な 性格も考慮す る 必要は あ ろ う 。

な お、 木組み遺構を構成 す る部材毎の樹種は次の よ う に な る 。 立杭 ： ク ヌ ギ 7 点、 ハ ン ノ キ

1 点、 横木 ： ク ヌ ギ4点、 ト リ ネ コ 類1 点、 斜材 ： ト チ ノ キ1 0点、 サ ク ラ 4 点、 ヌ ルデl点、

モ ミ 1 点、 建築材 （横木）： ク リ 1 点、 流木 ： ニレノ キ1 点。 立杭 • 横木は ク ヌ ギを中心に、 斜

材はトチノ キ 、 サ ク ラを中心に選択 さ れ て い る ことが わ か る 。

一 古 代ー

道路跡に先行す る 迫物包含層 (C -D 層） の土器 に つ い て まず検討 す る 。 こ の 層 か ら出土し

て い る 土器には前述したとおり土師器 ・ 須恵器が あ る 。 土師器杯の特徴としては 、 すべて ロ ク

ロ未使用で外面の体部に緩い段や 、 沈線的 な段が付く ものと 、 底部 か ら内湾気味に立 ち上がり

その ま ま に口縁に至 る ものとが あ る 。 底部は 丸底で内面は ヘ ラ ミ ガキ→黒色処理が施 さ れ て い

る 。 甕も ロ ク ロ 未使用のもので あ る 。 須恵器は底部がヘラ切り→ヘ ラ ケ ズ リ 調整のものと 、 全

面回転ヘ ラ ケ ズ リ 調整のものとが あ る 。 これ ら の特徴を有す る土器群は多買城跡のA群土器

（註 5 ) の様相に類似す る 。 A 群土器の年代については 8 世紀代と考え られ ており 、 当該土器群

についてもほぼこ の頃とみておきた い。 B 層土器群につ いては 、 層位的にC -D 層土器群より

新しいものとでき る が、 出土凪が少な いため詳述はできない。 し かし ロ ク ロ 未使用の土師器を

含むこと か ら 多賀城跡のB 群土器に比定でき る かもしれ な い 。

次に道路側溝跡出土土器に つ い て検討す る 。 道路側溝跡出土土器につい て は 、 側溝跡の変遷

のあり方か ら 4 期に分け られ 、 古い順にA - D 期とたどれる ことが判明 し て い る 。 一番古いA

期出土土器の特徴としては 、 土師器杯には ロ ク ロ未使用のものと ロ ク ロ 使用のものとがあり前

者がわ ずかで後者が大半を 占 め る 。 底部は回転糸切り無調整のものが あ る が、 回転ヘ ラ ケ ズ リ

や手持 ち ヘ ラ ケ ズ リ 調整を加えたものが 多い 。 須恵器杯は 口径に対す る 底径の割合が大きいも

ので、 底部がヘ ラ切り無調整のものが 多 く 、 糸切りのものでも回転ヘラ ケ ズ リ などの再鯛整が



加 え られている。 なお、 赤焼き土器は 含 ま れていない。 A 期土器群 に ついては多質城跡のc ­

D 群土器の様相を合 わ せもつものであるが、 須恵器杯などの特徴はC 群土器に近いであ ろ う 。

年 代 に ついてはC 群が9 世紀前半、 D 群が 9 世紀後半頃と 考 え られており本A期土器群もほぼ

この頃に比定しておきたい。 C · D 期土器群は杯に限ってみれば土師器 • 赤焼き土器が主体を

成すもので 、 須恵器の割合が非常 に少ない と 言 え る。 土師器杯の特徴と しては底部切り離 しが

回転糸切りで無調整のものが多 く 、 他の切り離し技法は少ない。 赤焼き土器杯 （註 6 ) は法屈

的 には比較的大型のものから小型のものまである。 小型の杯は 口径10cm前後のものもあり 、 多

賀城跡のF 群土器の小型杯に 類似するものであるが、 高台小型杯は含まれていない。 本C · D

土器群は灰 白色火山灰との関係、 あるいは土器の様相から多賀城跡のE · F 群土器の段階に相

当するものとみられる。 F 群土器には、 10世紀中頃の年 代が与 えられている。 ただし、 多賀城

外のF 群土器相当土器群の存続期間が多賀城内のそれと同一かど う かも今後検討せねばならな

いであ ろ う 。 以上の検討により今回検出 し た道路跡の存続期間 については 、 おおむね9 世紀～

10世紀中頃と しておきたい。

S X 382 東西道路跡とS X 46 8 南北道路跡の交わる付近は周辺より一段低い地形であり、 そ

こに遠物包含層が形成されていた。 さ ら にその周辺に整地盛土し道路面を構築 している状況が

確かめられた。

東西道路の方向は 、 第4次調査で検出したS X 200東西道路跡と今回検出したS X 382 東西

道路跡の 2 点間、 約 116 mの間で求められる方向はE -8゜37' -S である。 この方位は多賀城跡

外郭南辺築地の方向 (E -7
°
- s· -s ) とほぼ一致するものであり 、 築地の方位を範とした可

能性を指摘でき よ う 。 なお、 南辺築地との推定平行距離は 約 540m (約 5 町）である。

今回検出した道路跡の他 に 多賀城周辺では、 西から新田遺跡 （註 7 ) 、 山王遺跡 ・ 仙塩道路

関連調査（註8)、 市川橋遺跡 （註 9 ) 、 多賀城跡第37次調査 （註10) 、 で確認 さ れている。

これらの成果 に よると、 年 代的 にはおおむね平安時代、 方位的 には多賀城跡政庁中軸線 に 平行

するものと、 多賀城跡外郭南辺築地に平行するものとがある。 路 幅については 、 3 - 5mのも

のとll -13m のものとがあり 、 前者は南北道路、 後者は東西道路にみられる。 ただし山王遺跡

• 仙塩道路関連八幡地区検出の東西道路 に ついては後者である。 次 に これら道路跡の位瞳関係

に ついてみると、 現段階では 、 道路跡の検出例が限られており、 連続性を実証できるものはほ

と んどない。 しかし、 例 え ば、 本地区検出の東西道路と仙塩道路関連八幡地区の東西道路との

路離は約 2 町あり、 1 町を単位とした地割りが行われていた可能性は 高いと考えられる。

次 に 本地区で検出した遺構 （掘立柱建物跡 、 井戸跡 、 溝跡）と道路跡の関係 について述べる。

掘立柱建物跡はS X 46 8 南北道路跡の東側で検出した。 方位は 、 N - 1
゜ -3° -E の間にすべて

納 ま り、 多賀城跡中軸線の方位に近いと言える。 年 代は出土造物が勤少であるため詳し く は述

べられないが、 S B 390 A · B より内面黒色処理を施した ロ ク ロ 未使用の土師器杯 ・ 甕の破片

が出土 している。 これらの出土迫物は奈良時代 （ 多賀城跡 ・ A 群土器）の特徴を持つものであ

る。 他の建物跡については、 方位的 には 一致は見るものの、 年 代の特定はできず、 S 8390A ・

B との同時性 に ついても確実 と は 言 え ない 。 道路跡との位置関係からみると 、 S D 387 C 側溝
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跡に接続す る S D 417 は区画溝 と 考 え ら れ、 建物跡はそ の北側一帯 に分布 し て い る 。 こ の こ と

は建物跡がS D 417区画溝に規制を受け建て ら れ た も の と も推察で き る 。 以上の こ と か ら本地

区検出の掘主柱建物跡 と 道路跡のセ ッ ト 関係 は 年代 と 方位 か ら み る と ずれ が生 じ て い る が、 位

匹関係か ら す る と 肯定 で き る 面 も あ り いずれ と も判断が下 し 難い。

井戸跡 か ら 出 土 し た土師器の杯類は、 すべて製作に ロ ク ロ 使用 し た も ので、 底部の切 り 離 し

が回転糸切 り の も の で あ る 。 そ し て こ れ に赤焼 き 土器杯 • 高台小型杯が加 わ る 構成 を 成 し て い

る 。 こ れ ら の土器の特徴は多賀城跡のE · F 群土器対比さ れ る 。 し た がっ て 本道路跡のC · D

期 に 機能 し て い た も の と さ れ よ う 。

溝跡は S D 399 、 S D 412 - S D 414 に つ い て検討す る 。 こ れ ら の溝跡は S D 384 南側溝跡

の 南側 に 並行 し て走っ て お り 、 S D 399 に は 側溝跡 と 同様に灰 白色火山灰層 を介 し て 4 期 の 変

遷 が認め ら れた 。 この溝跡 に つ い て は道路南側 に 展 開 す る 屋敷等を区割 り す る溝の一部 と み て

お き た い 。

今回の調査では以上の よ う な 成 果 が得 ら れ 、 国府多賀城 に よ っ て規制 を 受 け た地域 と し て 、

さ ら に認識を深め る 資料を提供す る こ と と な っ た 。 今後は今回あ ま り 触れ ら れ な かっ た 多賀城

周辺の地割 り の 問 題 を 含め て総合的に検討 し て い く 必要 があ ろ う 。
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第71>114 須思g If. 8-10 ョつナデ． へうケズ．，． へう ミガキ へ う ミ カ守 へうケズ'/ 1 /S (10. 81 (6. 9) 

第 3 表 道路側溝跡 A 期出土遺物観察表
図書号 ＂ 別 呂 情 這情l11位 外 iii !Ill 望 内 画 綱 豆 残 (1 WII ぼif a西 鰤 考 写H閃店
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1
{

1
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-
-却I o , oナデ- �鑢じりJり ヘ9 ミ ガキ一黒色処壇 1/S 03.8) 16.0J 14.31 

笥1四8 土鰤召 杯 S Dヽ -ー3871 ロ'"ナデ、底饂I�庇ヘラ削り ヘうミ ガキ→黒色処穫 t/• (13.8) • 2 4.1 111.,11<部と庄郎tこr土, H 10-8 

lli1�9 須恵召 1i S D
I 

--383 I 0ク0ナr. 好感漬へ9りり 0ク0ナデ 1/Z 13.Z 7.0 3.5 10-10 

寄1位10 須恵5 If. S D  
I

ー-3831 切 口 江 唱船2籾か1 0ク0ナデ ほぼ完形 12.6 7.3 3.9 I0-9 

ぷ1姻II 須a “ s 妬緊 ＂クロナデ. Ii': 隔1"1t.i:へう切り ロクロナデ 完影に近い 12.8 6.6 ヽ.4 lli慕1:1111!'·ゎ JOー）1

第l�公12 須患口 ,a S D
1

—-蕊l ロク0ナデ D?Dナデ ntt憾1/2 112 OJ 呂令代8. 2 岱力応0.9 JOー13

第1奴13 須恵a 及 S D
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--磁
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ロク0ナデ ロ9ロナデ 1 /4 つ!l,lf3.2つま み泌.9 10ー12

ぶ1�14 土帥a 溢 S D
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ーー祁
l
3 o,oナデ、 天井部へう ケズリ 0 70ナf' 1/S 1112) (4.3) 古墳時It

第 4 表 道路測溝跡 C • D期出土遺物観察表
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ぶI加I .I: 閾口 ii S Dヽ —-箕I 0 70ナt', 11:叫UJり へう ミ ガキー黒色処渭 1/4 04 心 6.4 (4.1) I 顛
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-
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1
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1
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閃孟号 槽 別 S 槽 遺鳩lllll 外 面 躙 豆 内 面 綱 覧 ＂ ＂  
第1祁り17 .t.閾a l:f. S D  -387 0ク0ナf', 駁l!'lt虹糸切り ヘ9ミガキ は1£完形

第12図18 _t.i耐5 IZ. SD 9 ー-385
1 0クロナデ.if.団転糸切り へう ミ ガキ一黒色処理 3/• 

布12閃19 土日 I{. S D
1

—-箕1 o , o十デ． 屈l!>I転糸切り ヘラ ミガキ一瓜色氾壇 1/Z 

第12ゆ 土嶋日 !ii S Dヽ
-
—恋1 0ク ロナr. all!'l虻糸りI) ヘ 9 ミ カ'+-凩色処頂 1 /2 

iol箕月 1 土的日 !7' SD !
-
-384 

I 〇 ？ ロナデ. �tul転糸切り ヘ 9 ミ ガキー黒色氾履 屈fH郎片

昂13図2 土蝸日 高台杯 S D  ! -
-

387 
3 0 ク ロナデ, ll\;f!,J転糸切り 庇～体郷

窮13図3 土縛B 杯 S 0
、

-
-

31
I
妬 o�oナデ、 il"'1虹妍J ヘ9 ミガ←恩鰈n 和位

冨I邸4 土閾a 杯 S Dヽ
-
—寧I f糾瓢片

第1双5 土燐日 甕 S Dヽ -ー383
1 0 クOナデ． 妊匝転糸切り 1/4 

第13図6 J:偏召 硲台杯 SD I 
--387 

2 
ロ ク ロナデ． 駐日転糸tJ)り ヘ 9 ミ ガキーUJ色処澄 1 /2 

笥l姻7 土�Zl 凸合1r
. S D

1 --386 
1 O? Oナデ. li!.�J転糸りり ヘ9 ミガギ4悶色処" 1 /4 

笛I叫8 須恵召 汲 s o
9

—ー恋1 ロ'" ナデ． 庇1•1転糸切り 0 70ナデ 口籍 ・ 類部

第..閃 I 斎汲き土召 Iみ S D
9 ー-幽1 全(¥$りに調塁紺不明 ロ9ロナデ 1/• 

第14図2 赤き土1.1 杯 SD t --386 
4 ロ ? Oナデ． “匹切り 口クロナデ 1 /2 

iol4図3 紐き土B ＂ SD ヽ ー-3831 0 ク 0ナデ、 ftfol匹UJり 0 ク D ナデ 3/5 

ぶIヽ 1)1• 赤娩さ土召 杯 S D  
1

--383 1 ロ 7 0ナ"'· 窮削伝糸t/)IJ ロ?Oナデ 1/4 

第14ti1S 赤也8土日 9不 S D
I 

--383 I 0 ?  ロナデ． 紐販糸蘭り 0クロナデ 完 形

第ll図6 赤き土O ＂ S D
1 --囮1 DクDナ7'. lJ匹りり 0ク0ナデ 3/• 

賽141!17 紐さ土日 Ii S
ヽ
Dニ-387t ロ'"ナt'. 託団t糸切り D7ロナデ 完 形

箪14図8 ＂紐さ土石 IJ l�
ヽ

U=-印
i 0ク0ナデ． 既紐l<糸切り 070ナデ 3/S 

iill•lil9 紐8土召 f+ S 
1
D

-
-387 

3 0ク0ナ'I'. tll!II転糸t/Jり Pクロナデ 文 影

o\14閲10 紐＄土S ＂ S D t --387 3 " ' " ナ 丸 ぽ回転糸切り 0ク0ナデ 1/3 

第14001 紐さJ: Ei 9名 S 0
1 -

-387 3 Dクロナデ、 託回転糸切り ロ9ロナデ l/3 

笥lヽ図12 紐S士8 ,� SD 1 --387 
4 D10tデ、 好Hぽ糸UJり ロ7'1tデ 完 形

筍14図13 紐き土呂 r, S D
f 

--387 • D1ロナデ、 �l·ぽ糸切り D 70tデ 完 影

第lヽ図U 紐＊土日 杯 S O  
1 -

-383 1 ロ ク ロ ナ7'. il�I転糸Qjl) a ,a-,. デ 霰がり一lけし't\完>!,形

第lヽ 図IS 赤燦さ.l:ZI 9不 S D  
1 --383 

1 a, oナデ． 託l<>I転糸t/)1) 0クロナデ 完 彩

笞14図16 .f汲さ土召 Iii s o
1

—
-

蕊
1 0ク0ナデ、 贔��ぽ糸切り "'ロナデ Uば完形

高14図17 ii<� さ土召 tふ S D
、

-
-

3874 0ク0・�'/'. 託�·II.<糸ij)り D ?  ロ ナ デ 1 / Z  

賓I北418 紐き土S ＂ S Dヽ -ー3831 t1 7 Dtテ、 駐日C糸り）り 000ナデ 1 /2 

第14閃19 紐8上g u. S Dヽー-387
4 070ナデ、 ll削伝糸V/り "'ロナデ 1/4 

筍14図幻 赤S士S tf S D
I

-
-

381 
• ロ9ロナヤ． 託剖転糸切り 0クロナデ 1/S 

.,,. 図I 紐さ土a If S D, 
ー
-潤

4
？ ロ 9 ロナデ、 託l•I虻糸切り 0クロナデ 1/2 

第u閃 赤煉8土口 ll S D  I -- 387 � o,aナデ． 麻l•I転糸切り o, ロ.,.デ 2/S 

冨14閃J 紐さ土目 I� 1�¥=f ロクロナデ． 託l•I転糸切り a7aナデ 2/S 

笞I訊I 紐＄土石 高台杯 S D, -
-

381 • 0 クロナ'I'. 託IPJI?.糸切,, o ,  ロナデ 1/3 

冨I奴2 赤讀き土口 ぷ台u惰 S D
I 

-
-3z 86 0?0ナデ. t�l!>I転糸切り 0 ク ロ.,.デ 1/Z 

窮151113 紐9土B ＂ SO I ー-387
4 D 7Dtャ. �l•I囮切,, 070tデ 1 /5 

第1北“ 赤燒さ土日 料m寸Iii S D
1

—
-露1 0クロナデ 07ロナデ 交 影

第1姻S 赤燒さ土召 硲台杯 s o
I 

—-訪
2
？ 全面的に調笠臥11不明 a "JOTデ 託 節

jilt訊6 赤さ土日 ぶわ,r. S D
1 --383 

1 aク0ナデ．キけらへ9削りのらナヤ o ,  ロナデ 直湛
筍I氾1 *fl品 俎 S f こや はIf却

第1潤8 謬 g 惰 S O  
I

-ー383
1

C 台郎欠惧

笛I漑9 土帥B 甕
sx —寧 a, ロナデ・ ケズリ ナデ・ケズリ 駐郎欠損A iii 

冨I咽10 土縛石 棗 S X
孔— 蕊面 ロ'"ナデ ケズリ ナデ r約部上平
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第 7 表 中世以降の遺構と 遺物の概要

遺構名 位 證

SK435 C · D - 2 · 3  

SK436 D · E - 4  

SK437 E - 5  

SK438 E - 8  

SK439 A · B - 5  

S K440 B - 9 · 10 

SK441 J · K -10 

SK442 H · I - 7 · 8  

SK443 C - 5  

SK470 D · E - 0 · I  

SK444 F · G -14-17 

SK445 G · H -15 · 16 

SK446 H · I ー13-16

SK447 l · J -14-16 

SK448 J · K -16 

SK449 K · L -17 

SK450 L · M-17 · 18 

SK451 L -l9 

SK452 M-19 

SK453 E ー 15

SK454 E - 15 · 16 

SK455 G · H -22 · 23 

SK456 F · G -25 

SK457 C - E  -23 · 24 

SK458 C · D -22 · 23 

SK159 D · E -22 · 23 

SK460 J · K  -20 · 21 

SK46l N -13 · 14 

SK462 L -14 

SK463 K -15 · 16 

SK464 T - L -12 · 13 

SK465 E · F  -28 

S K.466 K · L -18 

SD467 K -N ー14-16

瓜 複 関 係

な し

，， 

々

� 

，， 

，' 

々

S D 383→ S K  442 

な し

S K 470→ S D �71 

S
S

K 
D 440

4
9 
5 ーS K 444 

S D  40
J

9 
O 
一S K 445一S K 444 S D 4  

S K  430-S 
S 

0
0

4
40

08 
9 → S K  446 

S O  383-S K 447 

S 0 383→ S K  448 

な し

,, 

,, 

,, 

，' 

S D 409→ S K  454 

な し

S B  39(}→ S K  456 

S K 45
5

8 
9 
→ S K  457 S K 4 

S K  458一S K 457 

P 54→ S K  459→ S K  457 

S 0 3
3

8
8

5 
6 
→ S K  460 S D 

S D  384→ K 461ーS D 467 

S K  462一S D 467 

S K  463一S D 467 

S 0 383一S K 463 

な し

ク ・
S D  384 · S K  462

3 
_ 

S K  461 · S K  46 S D  467 

乎 面 形 長軸x短軸 x 深 さ C m )

不整惰円 3. 64 X 2.4  X0.52 

溝 状 5.5X l .38X0.4 

不整楕円 2.6Xl .28X0.26 

不整円形 l . 14X0.94X0.45 

惰 円 1 .75X l.35X0. 71 

円 l.OXJ.OXO.l 

方形 ？ 5. ISX (2. 52) X0.5 

楕 円 2.25XJ.44X0.9

，' 1 .04 X0 .9X0.44 

方 形 3.84 X2.06XO. 26 

滞 状 8.76Xl.IXOS 

方 形 4.0X2.62X0 .62

滞 状 10.3Xl.8X0.65 

隅丸方形 3.28X3.18X0.49 

� l.9X l.66X0.5 

方 形 4.IX2.38

惰 fl:: I .  76X l.08XO. 43 

方 形 1 . 14 X0.82X0.36 

惰 fl: I .  7Xl .24X0.68 

方 形 3 . 1  X I .  76X0. 75 

• 2.5X2.4X0.56 

. 3.58X2.47X0.67 

方 形 3.4Xl.5X0.56 

溝 状 (7.4)Xl.9X0.55 

溝状 ？ (3.24) Xl .38X0.42 

力 形 2.84X (2.44) X0.58 

• 5. 18X2.5XO. 72 

不 明 (2.5) ( 1 . 12) X0.4 

• (0. 95) X (0. 72) 

． J .3XO. 76X0. 12 

油 状 8.3X (1.6) X0.65 

方形 ？ (J.94) X (0.8) X0.6 

惰 円 1.2X0.52X0.4 

南 北 溝 全長Jim以上 、 深さ0.6m

追 物

土師器甕

土師器杯 ・ 甕、 須恵器杯

な し

m器

土師器杯 ・ 甕、 須恵沿杯 ・ 甕、 丸瓦

土師召杯（第32図 I ) . 甕

縄文土器、 土師岱杯 ・ 甕

土師器杯 ・ 甕、 須思器

土師器杯 ・ 災、 須恵料甕

な し

土赤焼師器き 杯土沿・ 甕
杯

、 須忠岱杯 ・ 甕、

土師呂杯 • 高台付杯 ・ 甕． 須恵呂甕、 平瓦

士赤焼師岱き 杯土
岱
• 音ヽ、 i

丸
鴎瓦器壺 ・ 甕 、

松土師柚沿陶杯岱、· 甕平瓦
、 須恵召杯 ・ 凌、

な し

※プラ ン確認のみ

土師器凌、 須恵器甕

土師沿杯 • 安

平瓦

土師呂杯 ・ 甕、 須恵器杯 ・ 甕、 平瓦

土赤焼師沿き
杯
土岱

・ 甕杯、• 雀丸
瓦
、 須忠沿央、

土師召杯 ・ 疫 、 須恵岱杯、 磁沿

土師器杯 ・ 甕、 須恵器杯、 甕 • 致

土師器杯·疫、 須恵沿杯・甕・必、 平瓦

土師祖杯 ・ 甕、 須．恵西杯

土師器杯 ・ 甕、 須思器甕

土壺師• 安器杯、 磁・ 甕
{!11- -h須忍、 平器杯瓦、

・
縄烈台文 土付杯荘

な し

み

々

赤焼き土召杯、平瓦近世陶呂甕（常沿）

な L . 
土師器杯 ・ 災、 m忠器杯 ・ 甕



多 賀城市山王遺跡出土杭他 の樹種同定

嶋 倉 己三郎

多賀城市山王字東町浦47他にある古墳時 代の遠跡から出土 した杭他32個の樹種を調査した 。

試料は適当 の大 き さ に採取 さ れ、 材組織の保存状態は比較的良好であった 。 これから切片を

つ く り 、 ガム ク ロ ラー ルで封じ 、 簡易プレパラ ートと し 検鏡 した 。

調査の結果を樹種別 に ま と め る と次のよ う に な った 。

モ ミ ： 試料番号 一 No.21
ハンノ キ ： 試料番号 一 No. 8 

ク リ ： 試料番号 一 No.32

ク ヌ ギ ： 試料番号 一 No.3 . 4 . 5 . 6 . 7 . 16. 1 9. 22. 24. 28. 30. 31 

ニ レ ノ キ類 ： 試料番号 一 No.26

サ ク ラ類 ： 試料番号 一 No. 2. 11. 1 4. 1 7  

ヌ ル デ ？ ： 試料番号 一 No.13

トチノ キ ： 試料番号 一 No. 1 . 9 . 1 0. 1 2 .  18. 20. 23. 25. 27. 29 

トネ リ コ 類 ： 試料番号 一 No.15
最 も 多い樹種 は ク ヌ ギで、 杭列の殆ど全部 (No.3 . 4 . 5 . 6 . 30. 31) も こ れであ る 。 こ

の材質は強固で土木用にも適し、 カ シ ノ キ な どの 乏しい東北地方では適材を選んだ ことに な る 。

た だ 1 点 、 弱い材質のハンノ キ の杭があるが 、 これは応急修理のため、 手近に生 え ていた木を

用いた のではあ る まいか。 そ の 他の ク ヌ ギ材は用途不明である 。

次 に 多いトチノ キ は 、 縄文時代以降、 種子は食用に、 材は容器類そ の他 に 広 く 使用 さ れて き

た 。 材の加工痕から元の形が推定 で き た らと 思 う 。

ク リ は柱材で、 ほ ぞ穴付3m の も の であ る とい う 。 黒色変質が 著 し く 、 よい切片が作れない

程硬化している 。 各地の遺跡からも ク リ の長柱や杭な ども知られている 。

材の構造略記

モ ミ Abies firma S ieb. et Zucc. ま つ科

仮道管と 放射組織からな る針葉樹材である 。 放射組織 の 分野壁孔は小 さ な ス ギ型 であ り 、 接

線壁に は ジ ュ ズ状の凹凸がある 。

ハ ン ノ キ Alunus japonica Steud. かばの き 科

散孔材、 道管は中 く らいの大 き さ で、 階段穿孔。 放射組織は 同性で単列であ る が 、 集合放射

組織をつ く っ てお り 、 年輪界ではこの部分が内側へ入りこむこ と が 多い。

ク リ Castanea crenata Sieb. et Zucc. ぶ な 科

早材部道管の 大 き な環孔材、 晩材部へ移 る と 道管は急に小 さ く な り 、 多 数 集 ま って 火炎状に

並ぶ。 放射組織は同性で、 単列ばか り であ る 。

ク ヌ ギ Quercus acutissima Carruth. ぶ な 科

51 
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早材部道管 の 大 き な環孔材、 晩材部の小道管は 円形で、 単独に放射方向に並ぶ。 放射組織は

単列のものと 、 大 き な広放射組織がある 。

ニ レ 属 の 1 種 Ulmus sp. にれ科

環孔材、 早材部の道管は 大 き く 、 1 - 2 列。 晩材部の小道管 は 多 数 集 ま って 斜めまたは 接線

方向に並ぶ。 放射組織 は 同性で、 1 -6 細胞幅である。

サ ク ラ類 Prunus sp. ば ら 科

散孔材、 やや小さな道 管 が単独または 放射状接線状に複合 し て 分布 し 、 単穿孔、 側壁にラ セ

ン肥厚がある 。 放射組織は 同一異性で、 1 - 5 細胞幅である 。

ヌ ルデ ? Rhus japonica L. う る し科

環孔材、 早材部道管は やや大 き く 、 多列。 晩材部の終わり の部分付近では 小道管が接線状か

斜線状に短 く 連 なっている 。 放射組織は 異性で、 1 - 4 細胞幅である 。

トチ ノ キ Aesculus turbinata B lume と ち の き 科

散孔材、 道管は 中 く らいか ら 、 やや小さく 、 単穿孔、 単独または 放射方向に連接し て 分布す

る 。 放射組織は 同性で単列 、 階層状の配列が著しい。

ト ネ リ コ 属の 1 種 Fraxinus sp. も く せい科
環孔材、 早材部の道管は やや大 き く 、 晩材部の小道管は 厚壁で、 単独 ま た は 2 - 3 複合して

散在する 。 放射組織 は 同性で、 1 - 3 細胞幅である 。



7. ク リ （ぬ32) 木口

- '匹こ 一---

8. 同左、 柾目

山王遺跡出土杭他の顕微鏡写真(1) 2.3は X l OO、 その他は X50
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1 o. ク ヌ ギ (No. 6 ) 木口

16.  ト チ ノ キ (No.27) 木口
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12 .  サ ク ラ類 (Nul 1)  

14 .  同左、 柾 目 15.  同左、 板 目

1 7 .  同左、 柾目 18. 同左、 板 目

山王遺跡出土杭他の顕微鏡写真 ( 2 )



鉄滓 X 線回折測定結果

平成2年 3 月

川 鉄 リ ク ノ リ サ ー チ株式会社

総合検査 • 分析セ ン タ ー 千葉事業所

X 線回折測定件名

1 . 山王遺跡 （鉄滓） の定性分析

2. 試料番号

① l\\i. l (SD384C) 

④ l\\i. 4 (SD387D) 

3 . 測定粂件

② No. 2 ( SD383B) ③ No. 3 (SD384D) 

⑤ No. 5 (S E392 ·  掘り方埋土）

測定装置 ： 理学電機株式会社製 ガイ ガー フ レ ッ ク ス (RSD- Jl A型）

① 使 用 X 線 Co- Ka (波長= l .19021A) 

② K/3線吸収 フ ィ ル タ ー Fe 

③ 管電圧 ・ 管電流 SOkV · 30mA 

④ ス キ ャ ニ ン グ・ステ ッ プ巾 0. 020· 

⑤ ス キ ャ ニ ン グ・ プ リ セ ッ ト ・ タ イ ム 0. 4 sec 

⑥ D. S. ス リ ッ ト 1 • 

⑦ R. S. ス リ ッ ト 0. 3mm 

⑧ s .  s .  ス リ ッ ト 1 . 

⑨ 検 出 器 シ ン チレー シ ョ ン ・ カ ウ ン タ ー

4. 検索結果

同定 さ れた物質は、 チャ ー トに記入致しま し た 。

55 



56 

鉄滓成分分析結果

� T. Fe M. Fe FeO Fe203 Si02 MnO P20s  

No. 1 3 .7 5 0.11 1.08 4.00 68.8 0. 14 0 . 3 3  

No. 2 55. 1 0.16 43 .8 29. 9  1 2. 7  0. 16 2. 3 3  

No. 3 39.1  0.12 40. 5  10.7 29.6 0. 14 0. 39 

No. 4 60. 3 0 .11  59 . 3  20.2 1 3 . 1 0.0 5 0.68 

No. 5 44.6 0.11  48.9 9.26 24.0 0.20 0.65 

� CaO MgO C riOa K zO Na20 V Cu 

No. 1 3 . 18 0.90 0.02 2.37 1.50 0.007 0.0 27 

No 2 0.83 0. 26 0.01 0 . 3 5 0.8 1 0.010 0.0 14 

No. 3 2. 43 0.73 0.0 1 1 . 3 3  0.86 0.035 0.0 12 

No. 4 0.7 2 0. 14 0.01 0 . 3 1  0. 38 · 0.016 0.004 

No. 5 2. 5 4  0.77 0.01 1.00 0.77 0.065 0.010 

［分析方法] J I S 法に準 じ 、 以下の方法 と し た。

T. Fe : 三塩化 チ タ ン還元ーニ ク ロ ム 酸 カ リ ウ ム滴定法

M. Fe : 臭索 • メ タ ノ ー ル分解 ー EDTA滴定法

FeO : ニ ク ロ ム酸 カ リ ウ ム滴定法

恥 03 : 計 算
S i O 2 , Mn O , P 2 0 s . Ti O 2 

} 
. • 一． カ フ ス ビ ー ド蛍光X 線分析法

Al 2 0 3 ,  CaO , MgO , Cr 203 

応 0 , Naz 0, V, Cu : 原子吸光法

c :  燃焼ー赤外線吸収法
c. w :  カ ー ル フ ィ ッ シ ャ ー 法

単位 ： ％

Ti02 Al2Q3  

0.57 14. 5 

0.46 2.88 

3.28 7. 42 

0. 18 2.62 

3.78 5. 28 

C c. w 

0. 088 0.36  

0.78 1 .28 

0.11 1 .24 

0.11 1.66 

0.65 0.55 
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鉄滓成分X 線回析結果 グ ラ フ ( 2)
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鉄滓成分X 線回析結果 グ ラ フ ( 3 )
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No. 1 X l OO 

No. 1 X400 

鉄滓組織顕微鏡写真 ( 1 )
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No. 2 X 100 鉄滓顕微鏡写真 (2 ) No. 2 X 400 





西区 SX382道路跡全景 （東よ り ）

写真図版 1 東区 全景空中写真 （東よ り ）

64 



東区 SX468南北道路跡 （南よ り ）

写真図版2 東区 S8388-391 掘立柱建物跡
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SX469古墳時代木組み遺構（南東 よ り ）

SX469古墳時代木組み遺構細部 土層断面

6 6  



SX469木組み遺構
ヨ シの茎検出状況

同 上

同 上

写真図版4



68 

B 井戸側細部 （東 よ り ）

B 井戸側細部 （東 よ り ）
写真図版 5

SE392A · 8 井戸跡

B 井戸側細部（南 よ り ）

A 掘 り 方底面遺物出土状況
SE392A · B 井戸跡



SE393井戸跡（西 よ り ） SE393井戸跡曲物検出状況

SE394井戸跡 （東 よ り ） SE394井戸跡土層堆積状況（東 よ り ）

SE3958井戸跡（南 よ り ） SE395B井戸跡曲物検出状況

SE395A井戸跡 SE395A井戸跡曲物検出状況
写真図版6
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70 

SK470土拡 （ 南 よ り ）

SK437土拡（南 よ り ）

SK440土 拡 （南 よ り ）

SK442土拡土層堆積状況
写真図版7

SK435-437土拡（西よ り ）

SK438土拡 （南よ り ）

SK441土拡（西よ り ）

SK443土拡 （南よ り ）



SK427土拡（南 よ り ）

SK444土拡（東 よ り ）

SK432土拡（南よ り ）
写真図版8

SK428土砿（東 よ り ）

SK450土拡（西 よ り ）

SK455土拡（東 よ り ）

SD467溝跡（南 よ り ）
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1 0  
1 2  

ヨ シ の茎

木 皮

写真図版 9 古墳時代の遺物 （土師器 • 石製模造品等）

． 

． 

石器模造品
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写真図版10 道路側溝跡出土遺物（土師器 ・ 須恵器）
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写真図版11 道路側溝跡出土遺物（赤焼き土器）

74 



4
 

＾ 

写真図版12 SE392-395井戸跡出土遺物
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2 第1 5図1 0

3 第 9 図 5

5 第15図 7

6 第33図16

7 第22図 2 9 第22図 3

10第22図4

8 第22図 1 1 1 第 4 図 1

写真図版1 3 木製品他
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ここ］2
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1 4  

1 2  

4

 

，
 

1 -10 縄文土器

1 1 - 1 8 弥生土器

写真図版14 縄文 ・ 弥生土器
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1 第22図 1
2 第22図 3

3 第22図 5

5 第22図 6

6 第22図 7

7 第22図1 0 8 第22図1 1

1 2第22図 1 3

1 1 第28図 15 � 涵蓋逗"'" 13第28図1 6

写真図版15 砥石 ・ 使用痕 • 加工痕のある礫
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